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経常収支比率 財政力指数 実質収支比率

　

平
成
25
年
度
決
算
が
９
月
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。「
名
久
井

岳
と
馬
淵
川
に
抱
か
れ
、
自
然
・
環
境
・
福
祉
に
恵
ま
れ
た
交
流
の

ま
ち
」
を
目
指
し
、「
総
合
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
な
が
ら
、
緊
急
・

重
点
事
業
の
選
択
化
と
、
諸
経
費
の
節
減
合
理
化
に
努
め
る
な
ど
、

財
源
の
重
点
的
か
つ
効
果
的
な
予
算
執
行
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
決

算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計の歳入は 108 億 4,582 万円。前年度に比べて 3.1％の
増となりました。

財
政
分
析
の
参
考
に
な
る
財
政
指
標

の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

2.8％0.26％82.2％
（昨年度より 0.2 ポイント減）（昨年度より 0.01 ポイント増）（昨年度より 1.8 ポイント減）

　歳入から歳出を
差し引いた差額か
ら翌年度に繰り越
すべき一般財源を
控除した額（実算
収支）の標準財政
規模に対する割合。
3％から 5％が妥当
とされています。

　通常必要とする
支出額に対し、標
準的に収入される
町税などの割合で、
数値が大きいほど
財政的に余裕があ
ることを示す指数。

　町税や交付税な
どの経常的一般財
源収入に人件費な
ど の 経 常 経 費 が、
どの程度占めてい
るかを表す比率で、
財政構造の弾力性
を判断する指標で
す。80％以下が健
全とされています。

町民一人あたりに納めていただいた町税の額　79,791 円
（町税15 億7,611 万円÷平成26 年３月末人口19,753 人）

町税（14.5%）15億7,611万円
繰越金（2.1%）2億2,093万円

諸収入（2.0%）2億1,919万円
繰入金（1.3%）1億4,030万円

その他収入（2.1%）2億2,889万円

地方交付税（54.0%）
58億5,858万円

国・県支出金（12.5%）
13億5,643万円

地方譲与税・交付金（3.2%）
3 億4,569 万円

町債（8.3%）
8億9,970万円

歳入

自主財源（町税や町の施設使用料、手数料など、
町が自ら徴収できる財源です。）

町民税	 5 億5,986 万円
固定資産税	 8 億5,096 万円
軽自動車税	 5,053 万円
たばこ税	 1 億1,476 万円

町税（15億7,611万円）の内訳

依存財源（国が自治体に交付する地方交付税
や、国・県などからの補助金などです。）

平
成
25
年
度
一
般
会
計
決
算

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
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標準財政規模借入金の残高基金残高

一般会計の歳出は 105 億 7,185 万円。前年度に比べて 3.9％の増となりました。

76 億1,558万円
（昨年度より 9,383 万円増）

　地方公共団体の標準的な状
態で通常収入されるであろう
一般財源の規模の大きさを示
す指標で各収支比率等の財政
指標の分母となる数値。

　返済が２年以上にわたる借入
金を地方債といいます。借入金
の残高は、町が発行する地方債

（借金）の年度末時点における
未償還元金の残高合計額です。

　基金には、財源不足を補うた
めの財政調整基金や地方債の返
済を計画的に行うための減債基
金などがあります。

町民一人あたりに使われた額　535,202 円
（歳出額105 億7,185 万円÷平成26 年３月末人口19,753 人）

その他（商工費など）（5.8％）6億689万円

歳出
（目的別）

歳出
（性質別）

民生費（23.4%）24億7,297万円

総務費（21.6%）22 億8,266 万円
衛生費（7.8%）8億2,626万円

教育費（7.1%）7億4,804万円

普通建設事業費（10.9%）11億5,058万円
（災害復旧事業費含む）

物件費（9.8%）10億3,549万円

公債費（17.5%）18億5,455万円

扶助費（8.7%）9億1,589万円

人件費（14.7%）15億5,817万円

その他（3.3%）3億5,099万円

農林水産業費（6.3%）6億6,695万円

土木費（6.3%）6億6,663万円

消防費（4.2%）4億4,690万円

公債費（17.5%）
18億5,455万円

繰出金（13.6%）
14億3,378万円

投資的経費
10.9％

経常的・その他の経費
48.2％

義務的経費
40.9％

80 億円

70 億円

60 億円

50 億円

40 億円

30 億円

20 億円

10 億円

200 億円

100 億円

24年度
69億2,803万円

24年度
196億2,930万円

一般会計
151億2,495万円

特別会計
45億435万円

財政調整基金
10億6,801万円

減債基金
25億3,193万円

その他基金
33億2,809万円

25年度
79億4,842万円

25年度
202億8,744万円

一般会計
147億4,999万円

特別会計
55億3,745万円

財政調整基金
10億8,606万円

減債基金
30億52万円

その他基金
38億6,184万円

積立金（9.9%）
10億4,250万円

補助費等（11.6%）
12 億2,990 万円
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協働と参画により町民が主役となるまち
地域振興基金の積立	 １億7,376 万円
自治振興事業	 8,052 万円

平成 25 年度に実施した主な事業を、総合振興
計画の基本方向に分けてお知らせします。

産業振興で活力と交流に満ちたまち
農村整備事業	 １億 5,569 万円
農業振興事業	 8,106 万円
観光施設管理事業	 １億 6,455 万円
商工業振興事業	 3,245 万円
観光振興事業	 3,776 万円

環境と共生して幸せを実感できるまち
下水道事業繰出金	 ２億 6,865 万円
塵芥処理事務組合負担金	 １億 6,412 万円
環境整備事務組合負担金	 9,588万円
ゴミ収集運搬事業	 4,728万円
公園管理事業	 821万円

保健・医療・福祉が充実して安心・安全・快適に暮らせるまち
老人福祉事業	 ６億7,317 万円
児童福祉事業	 ５億2,782 万円
障害者福祉事業	 ５億2,690 万円
健康診査・予防接種事業	 9,072 万円
道路橋りょう新設・維持改修事業	 ３億8,990 万円
町営住宅管理・建設事業	 １億5,515 万円
消防・防災事業	 ４億3,128 万円
災害対策事業	 ２億2,564 万円
地域交通対策事業	 8,285 万円

明日を担う人を育て一人ひとりの個性を活かすまち
小・中学校管理、教育振興事業	 ２億 571 万円
保健体育施設管理運営事業	 6,087 万円
公民館等管理運営事業	 5,589 万円
文化財保護事業	 3,266 万円
奨学基金繰出金	 1,489 万円
幼稚園管理運営事業	 1,555 万円
語学指導外国青年招致事業	 1,278 万円
中学生海外研修事業	 1,009 万円

計画的・効率的な行財政運営を目指すまち
公共施設整備基金の積立	 ４億1,603 万円
減債基金の積立	 ４億 5,059 万円
地籍調査事業	 2,835 万円
定住自立圏推進事業	 1,504 万円

一般会計の主な事業と決算額

南部さんの家計簿 南部町の一般会計決算を 2,000 分の 1 にして、架空の
南部さんの家計簿に例えてみました。

【歳入】 【歳出】

　南部さんの家庭では、家族で稼いだお金（町税・使用料等）だけでは支出のすべてをまかなうことができない
ため、親からの援助（地方交付税等）や借金（町債）で生活している状態にあります。
　収入は、今後も減っていくことが予想されるため、電化製品の購入（建設事業費）や住宅等ローン返済（公債費）
を増やさず食費（人件費）などを節約しながら支出を抑えていくことが必要です。

項目 金額 決算上の区分

食費 779,087 円 人件費

医療費 457,945 円 扶助費

住宅等ローン返済 927,275 円 公債費

生活費 1,140,717 円 物件費、補助費等、
貸付金

仕送り 716,891 円 繰出金

貯金・株式投資 609,881 円 積立金ほか

家の修繕費 167,855 円 維持修繕費、
災害復旧費

電化製品の購入 486,272 円 普通建設事業費

合計 5,285,923 円

項目 金額 決算上の区分

給与収入 788,057 円 町税

パート収入及び
賃貸収入 114,043 円 使用料及び手数料

財産収入ほか

親からの援助 3,780,347 円 地方交付税、国・県
支出金、交付金等

貯金取り崩し 70,151 円 繰入金

借金 449,850 円 町債

雑入 110,001 円 諸収入、寄付金

繰越金 110,463 円 繰越金

合計 5,422,912 円
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　健全化判断比率とは、町の財政状況の健全度を示
す比率で、早期健全化基準の範囲内で運営すること
が望ましいとされています。

※実質赤字比率、連結実質赤字比率とも黒字のため、
　「－」表示としています。

※すべての会計とも黒字で資金不足比率が算定されないた
　め、「－」表示としています。

【実質赤字比率】
普通会計で、どれくらい赤字があるかの比率です。

（歳入より歳出が多ければ赤字となります。）
【連結実質赤字比率】

町全体で、どれくらい赤字があるかの比率です。（歳
入より歳出が多ければ赤字となります。）

【実質公債費比率】
借金の返済に充てて支払っている額の比率です。

【将来負担比率】
将来負担しなければならない借金などの比率です。

　資金不足比率とは、普通会計などの実質赤字に相当す
るもので、公営企業会計ごとに資金の不足額が事業の規
模に対してどの程度あるかを示すものです。

平成 25 年度決算に基づく健全化判断比率および資金
不足比率は、いずれも健全であることを示しています。

区　　分 健全化判断比率 早期健全化基準

実質赤字比率 − 13.86％

連結実質赤字比率 − 18.86％

実質公債費比率 13.3％ 25.0 ％

将来負担比率 9.1％ 350.0 ％

区　　分 資金不足比率 経営健全化基準
国民健康保険名川病院
事業会計 − 20.0

公共下水道事業特別会
計 − 20.0

農業集落排水事業特別
会計 − 20.0

簡易水道事業特別会計 − 20.0

町営地方卸売市場特別
会計 − 20.0

工業団地造成事業特別
会計 − 20.0

健全化判断比率等の公表

特別会計決算

健全化判断比率 資金不足比率

「地方公共団体の財政の健全化に関する法
律」に基づき、町の財政状況を判断するた
めの指標を公表します。

　特別会計とは、特定の事業を行うために、一般会計とは別にして、経
費を管理するための会計です。特別会計決算状況をお知らせします。

会計名 歳入額 前年比（％） 歳出額 前年比（％）

学校給食センター特別会計 1 億 7,820 万円 △ 7.4 1 億 7,820 万円 △ 7.4
農林漁業体験実習館事業特別会計 1 億 347 万円 39.5 1 億 339 万円 39.5
ボートピア交付金事業特別会計 930 万円 5.6 368 万円 △ 18.0
国民健康保険特別会計 33 億 5,909 万円 16.2 33 億 1,587 万円 16.7
介護保険特別会計 24 億 1,664 万円 3.0 24 億 1,661 万円 3.6
介護サービス事業特別会計 1,518 万円 △ 2.6 1,449 万円 6.7
後期高齢者医療特別会計 1 億 8,599 万円 △ 3.3 1 億 8,477 万円 △ 3.3
国民健康保険名川病院事業会計 9 億 7,411 万円 △ 1.1 9 億 6,116 万円 2.5
公共下水道事業特別会計 2 億 3,738 万円 37.1 2 億 3,708 万円 37.7
農業集落排水事業特別会計 2 億 5,512 万円 △ 1.1 2 億 5,512 万円 △ 1.1
簡易水道事業特別会計 595 万円 37.9 595 万円 37.9
町営地方卸売市場特別会計 30 億 383 万円 13.7 30 億 202 万円 13.8
工業団地造成事業特別会計 60 万円 144.3 60 万円 145.3
介護老人保健施設特別会計 3 億 9,301 万円 2.9 3 億 8,671 万円 2.7
大字上名久井財産区特別会計 4,538 万円 3.6 118 万円 26.9
大字平財産区特別会計 239 万円 △ 23.1 91 万円 6.9
大字平字下平外 14 字財産区特別会計 2,059 万円 0.1 202 万円 △ 3.6
大字下名久井字田端外 17 字財産区特別会計 3,615 万円 △ 2.0 339 万円 23.4
大平財産区特別会計 165 万円 11.4 16 万円 △ 13.2

合　　　　　計 112 億 4,403 万円 9.5 110 億 7,331 万円 10.3
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東北では初出土となる金箔が施された土器

校歌を斉唱する３年生 66 人

「向鶴」紋様の刀装具

南部工業高校最後の生徒会長となる生徒代表の西国駿くん

　９月 29 日、町教育委員会は、国史跡聖寿寺
館跡から、南部氏が家紋として使用していたこ
とで知られる「向鶴」紋様の青銅器と金箔が施
された土器が出土したことを報告しました。
　南部氏が「向鶴」を家紋として使用している
最も古い記録は、現在のところ盛岡南部氏が編
さんした資料から、近世までさかのぼることが
できます。今回、中世南部氏が居館としていた
聖寿寺館跡から、鶴の紋様が付いた遺物が出土
したことは、どの時代から南部氏の家紋に「向

　10月11日、南部工業高校の閉校式が開催され、
最後の卒 業 生となる３年生66人をはじめとし
た、関係者約280名が参加し、南部工業高校35年
の歴史を振り返り、閉校を惜しみました。
　南部工業高校は、1980年４月に八戸工業高校
南部分校として開設。1985年に南部工業高校と
して独立しました。
　式典では、工藤町長が「南部工業高校は、地域
に根ざし共に育った学校。これまで優秀な卒業生
を2145人送り出し、今年66人の卒業を見届け、

鶴」が使用されていたか、家紋のルーツを探る
うえで貴重な資料となります。
　また、東北初出土となる金箔土器は、室町時
代から戦国時代を代表する大名の居館などでし
か出土していない、朝廷や幕府との深いつなが
りがあったことを示し、中世南部氏の威容を物
語る貴重な資料となります。
　町では今後、出土品の時代背景や当時の記録
を調査して、更に中世南部氏の歴史を解明して
いくことにしています。

その歴史に幕を閉じることになるが、南部工魂は
統合先の八戸工業生や南部町民の中に根ざして
いくと思う」と感謝の言葉を述べました。
　生徒代表の西国駿くんは「最後の卒業生と
して、恥じることがないよう一日一日を精一杯励ん
で、残りの学校生活を大切に過ごしていきたい」
と決意を新たにしました。
　その他式典では、歴代校長やPTA 会長らに感
謝状を贈呈。生徒が製作した「南部利康霊屋」の
模型の目録などを南部町などに寄贈しました。

中世南部氏の歴史探るヒントに

地域に根ざし共に育った南部工魂

聖寿寺館跡「向鶴」刀装具・金箔土器 出土

南部工業高等学校閉校式

町のニュースをお知らせします
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会場中から盛大な拍手が鳴り響いていました コーラス・スターダストによる追悼合唱

「お疲れ様でした」と一人ひとりに声をかけながら授与 23 個のパーツを組み立てて「なべまる」を作成

第９回南部町音楽会 南部町戦没者追悼式 

　10 月２日、「第９回南部町音楽会」が、楽楽ホー
ルで開催され、一般来場者および町内の小学校
６年生と中学校１年生が、プロの演奏者が奏で
る美しい音色に耳を傾けました。
　音楽振興に尽力されている川守田三次郎さん

（浜松市在住）の母校である剣吉小学校で平成
7 年から始まった当音楽会は、今年で通算 20 回
目を迎えました。演奏会では、今年で卒寿を迎え
る川守田さんに対して、来場者全員から歌が贈ら
れ、会場は温かい雰囲気に包まれました。

　9 月 26 日、「南部町戦没者追悼式」が中央公
民館で行われ、参列者 120 名が、南部町におけ
る太平洋戦争の戦没者を追悼するとともに、世
界平和を祈念しました。
　追悼式では、参加者全員で黙とうをささげた
後、工藤町長が「今後、戦争の悲惨さを風化さ
せることなく、世界中が平和に過ごせるよう尽
力します」と述べました。
　その後、来賓や参列者が祭壇に献花し、手を
合わせながら英霊 722 柱を弔いました。 

第３回木村秋則自然栽培ふれあい塾  閉講式 なべまるパズル贈呈式 

　10月１日、「第３回木村秋則自然栽培ふれあい
塾」の閉講式がアヴァンセふくちで開催され、塾
生53名が木村秋則塾長から受講証明書を授与
されました。
　木村塾長は、受講証明書を一人ひとりに手渡し
た後、「津々浦々から笑い声の聞こえる農業風景
を皆さんと作っていきたい。そして一緒に世界に
誇れる農産物を作りましょう」と塾生を激励しま
した。式典の後、収穫祭が行われ、塾で栽培・収
穫した枝豆や米などを調理し、試食しました。

　9 月 22 日、南部町は、鍋条例のイメージキ
ャラクターである「なべまる」をモチーフに
したパズルを、町内の保育園など 33 施設に約
80 点寄贈しました。

「なべまるパズル」は、今年４月に障害者サポ
ートセンターくるみの里（泉山彰理事長）から
２点寄贈された後、町が鍋条例ＰＲのため同セ
ンターに追加作成を依頼。ゆとりあで開催され
た贈呈式では、園児たちによる「パズル組み立
て競争」が行われ、組み立ての早さを競いました。

町に音楽の種をまいて20年 世界の平和を祈る 

世界に誇れる農産物を目指す キャラクターパズルで頭の体操 

TOWN NEWS　タウンニュース
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＜七唄部門＞
 小学生の部  　優勝 　髙橋 　侑良さん（南部町） 
中・高生の部 　優勝 　大久保 　千春さん（八戸市） 
＜七踊り部門＞ 
子どもの部 　   優勝 　川守田　 敦生くん（南部町） 
大人の部   　   優勝　 泉山　千夏さん（八戸市）

七唄小学生の部
優勝の髙橋さん

七踊り子どもの部
優勝の川守田くん

熱心にメモを取りながら研修に取り組む参加者たち 100歳到達者および88歳到達者夫婦へ工藤町長が町からの記念品を手渡しました

南部七唄七踊り全国大会 

　９月 28 日、南部七唄七踊り全国大会が、楽楽ホー
ルで開催され、68 名の参加者が七唄「小学生の部」・

「中・高生の部」、七踊り「子どもの部」・「大人の部」
に分かれて、南部七唄七踊りの技を競いました。
　当日は約 700 名の来場者が会場を埋め尽くし、立ち
見が出るほどの盛況ぶり。出場者たちは熱気あふれる会
場の中で堂々とした唄と踊りを披露し、七唄小学生の部
では南部荷方節を披露した髙橋侑良さん（南部町）、七
唄中高生の部では同じく南部荷方節を披露した大久保
千春さん（八戸市）、七踊り子どもの部では南部馬方三
下りを披露した川守田敦生くん（南部町）、七踊り大人
の部では南部あいや節を披露した泉山千夏さん（八戸
市）がそれぞれ優勝を勝ち取りました。
　当町から出場の、七唄子どもの部で優勝した髙橋さん
は「今日の唄には自信がありました。優勝できて嬉しい
です」と語り、七踊り子どもの部で優勝した川守田くんは

「今日は優勝するつもりで出場したので嬉しいです」と
喜びを語りました。

交通安全母の会連合会三八ブロック研修会 南部町敬老会 

　10 月 14 日、「交通安全母の会連合会三八ブ
ロック研修会」がゆとりあで開催され、交通
事故の発生状況や交通事故抑止に関する講演
を聴いて、交通安全の意識向上を図りました。
　研修会では、講師である三戸警察署吉田昌
樹交通課長の「交通安全教育は、ルールだけ
でなく相手を思いやる気持ちを育むこと」と
いった心構えや、交通事故が起きた際、どの
ようにすれば被害を少なくできるかなどの具
体的事例を交えた講演に、参加者は真剣な表
情で聴き入っていました。

　10 月３日、南部町民体育館で「南部町敬老会」
が開催され、75 歳以上の町民の健康と長寿を
祝いました。
　当日は、今年度で 100 歳を迎えられる４名
の方に内閣総理大臣祝状と銀杯を、ともに 88
歳以上となられる 11 組の夫婦に青森県知事顕
彰が贈られました。式典で工藤町長は「皆さま
の貴重な知識と経験を今後の様々な活動に活か
し、これからもお元気でお過ごしください」と
敬いの言葉を述べました。

南部七唄七踊りの神髄を披露 

交通安全の意思を固める いつまでもお元気でお過ごしください 

町のニュースをお知らせしますTOWN NEWS　タウンニュース
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町内で栄冠を勝ち取るために駆け抜ける
平成26年度南部町民運動会

5 個のボールを運ぶ「ボール運びレース」

チームの絆を次走者へつなぐ「リレー競技」

チームの勝利を引き寄せる「綱引き」

数々の障害をクリアする「障害物競走」

パートナーとの息を合わせる「二人三脚」

開会式で杉沢チームには 3 連 覇特別
優勝旗が授与されました

　10月12日、平成26年度南部町民運動
会が南部中学校グラウンドで開催され、
各町内から集まった18チームの参加者
が、15種目の競技で競い合いました。
　昨年は、台風の影響により中止となっ
た当運動会は、今年で第8回目の開催。
参加者たちは、仲間や家族からの声援を
受けながら、チーム勝利のために全力で
競技に取り組みました。
　結果は、杉沢チームが優勝を勝ち取
り、見事4連覇の偉業を達成。連覇の記
録を更新しました。
　また、この日は、昨年12月から開催
されていた総合優勝制スポーツ大会の表
彰式が併せて行われ、優勝した東チーム
に優勝旗が贈られました。

公共工事契約状況 問合せ　総務課（本庁舎）  ☎0178-84-2111

【9月24日入札】
工　事　名 工事場所 請負業者 契約額（円） 工　　期

建設工第23号　五日市・助川線道路
舗装改修1号工事 下名久井地区 助川建設㈱ 24,300,000 円 自：26年９月27日

至：27年１月30日

建設工第29号　青鹿長根・高屋敷線
道路改良2号工事 鳥谷地区 ㈲中山組 13,500,000 円 自：26年９月27日

至：27年３月19日

建設工第30号　卯月沢・助川線道路
維持修繕工事 下名久井地区 ㈲工藤土建 4,665,600円 自：26年９月27日

至：26年11月28日

建設工第31号　南部下水マンホー
ルポンプ第4号工事 大向地区 ㈱みちのくクボタ住・環

境関連営業部 11,340,000円 自：26年９月27日
至：27年３月10日

総工第10号　名川分庁舎解体及び
外構整備工事 平地区 ㈱夏堀組 29,462,400円 自：26年９月27日

至：27年１月30日

総工第14号　南部町消防団南部第
7分団消防拠点施設新築工事 相内地区 ㈲北向建設 15,012,000円 自：26年９月27日

至：27年１月23日

南部町民運動会　結果
第 1 位 杉 沢チーム
第 2 位 あか ねチーム
第 3 位 相 内 諏 訪ノ平チーム

総合優勝制スポーツ大会　結果
第 1 位 東チーム
第 2 位 杉 沢チーム
第 3 位 あか ねチーム
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入口

入
口

医療センター
（病院へ）

健康センター
（健診・役場への用事）

健康センター
（健　　　診）
（住民生活課）
（健康福祉課）

医療センター
（病　院）

駐車場駐車場

駐車場

名川中学校

町民ホール

ふるさと運動公園
↑　（陸上競技場）（野球場）

調
剤
薬
局

駐車場

駐車場

国道４号→

ヘリポート

H

南部町医療健康センターからのお知らせ

入口をお間違えないようご注意ください

南部町医療健康センターが６⽉１⽇に開設しました。
住⺠⽣活課名川サービス班、健康福祉課が南部町健康センターに
旧名川病院が南部町医療センターに移転となりました。
健診、⼾籍・住⺠票などの各種証明書の交付など、役場への用事は健康センターで受付しています。
※ 旧名川分庁舎・旧名川病院での業務は⾏っていません。

南部町医療センター
〒039-0502　南部町大字下名久井字白山87-1
・国⺠健康保険南部町医療センター
　TEL 0178-76-2001　FAX 0178-76-2917

南部町健康センター
〒039-0595　南部町大字下名久井字白山91-1
・住⺠⽣活課　名川サービス班
　TEL 0178-76-2111　FAX 0178-76-3904
・健康福祉課
　TEL 0178-60-7100　FAX 0178-76-3904
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なんぶ里バスの迂回運行について 軽米名川線通行止めのお知らせ

新年互礼会を開催します 国民年金　こんな時に届出を

　県道軽米名川線道路災害防除工事のため、鳥舌
内沢田地区の一部が全面通行止めとなり、「沢田」
停留所が一時的に利用できなくなります。
　工事期間中、なんぶ里バスは、町道を迂回して運
行しますので、「沢田」停留所をご利用の方は、ご
理解とご協力をお願いします。

期間　平成26年11月１日（土）

　 　 　 　 　 　 　 ～

　　　平成27年１月22日（木）

 鳥谷方面

「名川南小学校」⇔「高屋敷」⇔
「すこやかセンター前」⇔「日渡」⇔「平野場」
※最寄りの「名川南小学校」または「日渡」停留所
　をご利用ください

 助川・黒坂方面

「平野場」⇔「日渡」⇔「黒坂」
※沢田地区からご利用になる場合は、沢田集会所
　付近で運転手へ合図してお知らせください。

問合せ　企画財政課（本庁舎）☎0178-84-2112

　鳥舌内沢田地区の一部が、工事のため通行でき
なくなります。期間中は迂回路をご利用くださるよ
うご理解とご協力をお願いします。

期間　平成26年11月１日（土）

　 　 　 　 　 　 　 ～

　　　平成27年１月22日（木）
 

問合せ
　三八地域県民局　地域整備部　道路施設課
　☎0178-27-5153

　町の功労者や関係団体の代表者、町関係者など
が一堂に会し、新年を祝うとともに町発展に向け
た懇談を行います。

期日　平成27年１月６日（火）
時間　11 時～14 時
場所　楽楽ホールおよび名川中学校体育館
会費　１人2,000 円
申込み　12 月 15 日（月）までに、総務課（本庁舎）

または健康センター、南部分庁舎の窓口へ
お申込みください。

問合せ　総務課（本庁舎）☎0178-84-2111

　必要なときに必要な届出を忘れると、将来受け
取る年金額が少なくなったり受けられなくなる場合
もありますので、忘れずに届けましょう。

問合せ　住民生活課（南部分庁舎）
☎0179-34-2509

こんなとき 届出の種類 届出先

20歳になった 国民年金加
入届

各庁舎または 
剣吉支所

会社を退職した 国民年金加
入届

各庁舎または
剣吉支所

結婚や退職などで
配 偶 者 の 扶 養 に
なった

第３号被保
険者該当届

配偶者の
勤務先

配偶者の扶養から
はずれた

国民年金種
別変更届

各庁舎または 
剣吉支所

国民年金保険料を
納めるの困難 各免除申請 各庁舎または 

剣吉支所

工事中「沢田」停留所が
利用できなくなります
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笑顔でマスコットを受け渡しする児童とドライバー元気いっぱいにおかわりする姿に、笑顔を見せていました

小学生登校時の交通安全運動など様々な地域貢献活動を実施しています慣れない鎌を使用した稲刈り体験に大苦戦

　10 月８日、福田小ＪＲＣ委員会の児童 12 名が、

ゆとりあの前で、手作りのマスコットとチラシを

運転手に手渡す「マスコット作戦」を実施し、安

全運転を呼びかけました。

　参加した児童は、「ぼくらのねがい安全運転」

という看板を掲げ、停車した車のドライバーに「安

全運転をお願いします」と声をかけながらマスコ

ットとチラシを配布。受け取ったドライバーたち

は、「わかりました」と笑顔で応え、ゆっくりと

車を発進させていました。

　10 月 17 日、鳥舌内老人クラブ（田村千代美

会長）が、鳥舌内すこやかセンターで芋煮交流会

を開催し、名川南小学校と鳥舌内児童館の児童と

一緒に食事をして交流を深めました。

　老人クラブの方々が前日から用意した芋汁は具

だくさんで、子どもたちは「具がたくさん入って

いておいしい」と笑顔で何杯もおかわりをしてい

ました。食事後、児童たちは芋汁のお礼に、歌を

歌ったり肩たたきをして感謝の気持ちを伝えまし

た。

　９月 24 日、福地中学校の生徒が、とまべちま

つり後のふれあい公園の清掃活動を行いました。

清掃は、同校ＪＲＣ委員会のメンバーと同校野球

部、同校生徒会長の小笠原祥くんが実施。お祭り

後の公園に落ちているゴミを４班に分かれて拾い

集めました。清掃後、ＪＲＣ委員会の日向里絵委

員長は「公園がきれいになって気持ちいいです。

今後も地域に貢献できる活動を続けていきたいで

す」と笑顔で今後の活動への意気込みを語りまし

た。

　９月 24 日、剣吉小学校の５年生児童 25 名が、

剣小チャレンジ学習田で、鎌を使った稲刈りをす

る「秋の収穫祭」を実施しました。

　この日収穫した稲は、今年５月に同児童が古式

定規を使用して植えたもので、児童たちは自らの

手で植えた稲を「うまく切り取れない」と苦労し

ながら、鎌を使用して真剣な表情で稲刈りを行い

ました。

　稲刈り後、児童たちは新米で作られたおにぎり

を食べ、収穫の喜びを堪能しました。

まちの話題

手作りマスコットで安全運転願う
福田小ＪＲＣ委員会　マスコット作戦

公園をきれいにして住み良い地域に
福地中ＪＲＣ委員会　ふれあい公園清掃活動

芋煮を食べて笑顔で交流
鳥舌内地区　芋煮交流会

収穫の苦労と喜びを体験
剣吉小５年生児童　秋の収穫祭
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ヨウコウザクラの樹に土をかける生徒代表

結果を報告する佐々木幸雄会長㊥と杉野三郎事務局㊧

仲間との会話を楽しみながらウォーキング

相談委員を務めて 22 年目になります

　10 月２日、名川中学校開校 10 周年を記念して、

３本のヨウコウザクラの記念植樹が行われ、名川

中学校の今後の発展を祈念しました。

　名川中学校は、10 年前に「剣吉中学校」、「名

久井第一中学校」および「名久井第二中学校」が

合併して誕生しました。今回植えられた３本の桜

は、それぞれ合併した３校を象徴しています。

　植樹後、式典に参加した３年生生徒 72 名がヨ

ウコウザクラ寄贈の関係者に対して「ありがとう

ございました」と元気よくお礼を述べました。

　なんぶ軽トラ市（佐々木幸雄会長）が、９月

13 日、14 日に岩手県雫石町で開催された「全国

軽トラ市 in しずくいし」において「行ってみた

い軽トラ市コンテスト」で第３位に輝きました。

　同コンテストは、来場者が、参加した 24 か所

の軽トラ市の中から「行ってみたい！」と思う軽

トラ市に投票するものです。

　なお、「なんぶ軽トラ朝市」は、11 月末まで毎

週土曜日の朝５時から南部町ふれあい交流プラザ

前広場（三戸駅前）にて開催しています。

　９月28日、福田小学校の児童や保護者、教職員、

住民の方々 88 名が「開校 30 周年記念・馬淵川

ウォーク」を開催し、福田小学校から蕪島までの

22.7km を約８時間かけて完歩しました。

　午前８時頃、福田小学校を出発した参加者たち

は、長距離のウォーキングに疲れを見せながらも、

保護者の方々が横断幕を掲げて迎える蕪島へゴー

ル。参加した児童は「最初は遠いと思っていたけ

ど、楽しくてあっという間でした。みんなと歩け

て楽しかったです」と喜びを語りました。

　川守田道治さん（埖渡）が、永年の行政相談委

員としての功績が顕著で他の委員の模範となる方

に授与される総務大臣表彰を受賞しました。

　「相談委員として１番大事なことは、とにかく

話を聞いてあげること」と話す川守田さんは、中

学生を対象とした出前教室で出た意見を解決に導

いたこともあるそうです。川守田さんは「話を聞

いて喜んでもらえることが１番嬉しい。気軽に行

政相談を活用してほしい」とこれからの活動への

意欲を語りました。

TOWN TOPICS

合併した３校を象徴する桜を植樹
名川中学校 10 周年記念植樹

全国から集まる軽トラ市の祭典
行ってみたい軽トラ市コンテスト第３位

仲間や家族と 22.7km 歩く
福田小 開校 30 周年記念 馬淵川ウォーク

話を聞いて喜んでもらえる嬉しさ
川守田道治さん　総務大臣表彰受賞
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「南中魂・愛」ユニフォームで力強く行進

小・中・学区民による大運動会

地元の老人施設でお年寄りとのあたたかい交流

福地地区芸能・文化祭でのえんぶり発表

町の学校紹介 ～各校の特色ある教育～
南部中学校

杉沢小学校

校長：藤澤　均　　　　　　児童数：156 名

校長：横田　英穂　　　　　児童数：40名

　現在、南部中学校では生徒会テーマに「南中愛」を掲げ、

これを柱に、次の４つのスローガンを設けています。

一．南中生は常にリーダーである。（Lead）

一．南中生は常に独創的である。（Original）

一． 南 中 生 は 常 に 己 に 勝 ち 自 主 的 で あ る。（Victory  

Voluntary）

一．南中生は常に家族である。（Everyone）

４つの英語の頭文字を合わせると ｢LOVE｣ となります｡

生徒朝会では全員でこのスローガンを唱和し、毎日の生活

に生かそうと意識しています。今年度はさらに、生徒会テー

マを「南中愛～基底～」としました。「基底」を加えたのは、

学校生活だけでなく社会を生きる上での基本となる” 礼儀や

あいさつをしっかりする、責任を果たす、思いやりのある言

動をとる” ことを徹底しようという意味合いからです。

　また、毎年、６月の郡中体連夏季大会開会式では、濃紺

のＴシャツに白地で染め抜いた「南中魂・愛」のユニフォー

ム姿で力強く行進しています｡さらに、ＪＲＣ（青少年赤十字）

活動の一環として、地元の保育園や老人施設などでの交流

活動や奉仕活動にも積極的に取り組んでいます。

　平成 12 年度に新校舎落成記念式典を行い、今年度で

14 年目を迎えました。今年度から、複式学級が１つ増えて、

２・３年と４・５年が複式、１年と６年が単式学級です。

本校の教育目標は「挑戦する子」です。学習、スポーツ、

行事など何にでもバランスよく積極的に取り組む子を目

指しています。

　杉沢は、小中学校が一緒のＰＴＡで、運動会は、小・

中、学区民が一体となって行っており、大いに盛り上がり

ます。また、お米の収穫を祝って開かれる収穫祭も地域の

方々をお招きして餅つきを行い、喜ばれています。

　全校児童で取り組む伝統芸能のえんぶりも、本校が力を

入れている教育活動のひとつです。地域の方々のご指導の

もと、練習の成果を福地地区芸能・文化祭や長老園で披露

しています。

　全校児童４０人と毎年子どもの数は減ってきています

が、少人数のよさを生かしてこれからも活動を充実させて

いきたいと思います。
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町営住宅の入居者を募集します

　同居または同居しようとする親
族がある（単身入居は条件があり
ますのでお問合せください）／入
居者および同居者の所得合計が月
額 158,000 円以下（入居者の構成
により控除額が異なる場合があり
ます）／住宅に困窮していること
が明らか／税金を滞納していない
／連帯保証人２名以上の届出がで
きる（原則として南部町内在住者
で、内１名は親族）／入居者全員
が暴力団員でない

　町営住宅入居申込書に必要事項を記入のうえ、必要書
類を添えて 11 月 19 日（水）12 時までに建設課（南部
分庁舎）または各住民生活課サービス班に、本人か同居
者が提出してください。

入居資格

　入居希望が複数あったときは、
書類選考および抽選（11 月 27 日

（木）10 時：南部分庁舎予定）に
なります。また、入居決定日から
10 日以内に連帯保証人の届出およ
び敷金（家賃の３か月）の納付を
していただきます。

入居者の決定など

　入居した日から２週間以内に転居
（転入）の手続きをしてください／
町営住宅では犬や猫などのペットを
飼うことはできません／駐車場は団
地敷地内に１戸につき１台です。

その他

問合せ　建設課（南部分庁舎）
☎ 0179-34-2518

▷期日 11 月 18 日（火）
▷日程
　牧野平団地
　　９時～９時 15 分
　沖田面第１団地
　　９時 20 分～９時 35 分
　相内団地
　　９時 40 分～９時 55 分
　滝田団地
　　10 時 15 分～ 10 時 30 分
　第２苫米地駅前団地
　　10 時 35 分～ 10 時 50 分

現地説明会（現地集合・解散）

申込み方法

入居募集住宅 ※家賃は所得に応じて決定されます

①町営住宅入居申込書（建設課・各住民生活課サービス班にあります）
②入居申込者および同居者の平成 26 年度所得課税証明書
③入居申込者および同居者の町税の完納証明書
④住民票の写し（入居者全員が記載されているもの）
⑤現在、賃貸住宅にお住いの方は契約書の写し
⑥結婚を予定している方は、婚約証明書

＜必要書類＞

団地名／牧野平団地
募集戸数／２戸
住所／大字大向字牧野平５-１、７-６
構造／簡易耐火２階建
間取り／３ＤＫ
家賃／15,900 円～24,100 円

団地名／沖田面第１団地
募集戸数／２戸
住所／大字沖田面字南本村33-１
構造／木造平屋建
間取り／２Ｋ
家賃／3,500 円～5,200 円

団地名／相内団地
募集戸数／２戸
住所／大字相内字上ノ平10-1、10-2
構造／木造平屋建
間取り／２Ｋ
家賃／3,700 円～5,600 円

団地名／滝田団地
募集戸数／１戸
住所／大字福田字下井田１-４
構造／木造２階建
間取り／３ＬＤＫ.バス、水洗トイレ付
家賃／18,900 円～28,200 円

団地名／第２苫米地駅前団地
募集戸数／３戸
住所／大字苫米地字四切35
構造／木造２階建
間取り／３ＬＤＫ.バス、水洗トイレ付
家賃／26,000 円～39,800 円
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自分や家族を守るためのインフルエンザ対策。もうお済みですか？

高齢者インフルエンザ予防接種が1,000円で受けられます

　高齢者インフルエンザ予防接種を 11 月中
に接種する１回分のみ助成します。希望する
方は各医療機関へお問い合わせのうえ、接種
してください。申込みは不要です。
対象者　平成 26 年 10 月 31 日までに、
　▶ 65 歳以上の人
　▶心臓や腎臓、呼吸器などに障害のある 60
　　歳以上の人
※ 対象者には、予診票と説明書を送付してい
　ます。

　入所中の施設や入院中の病院で、インフル
エンザの予防接種を受けることができます。
　料金を全額支払った後で、町へ申請書を提
出することにより、費用の一部をお返ししま
す。（公費負担の対象は、11 月中の接種１回
分です）
申請に必要な書類
①申請書（健康福祉課（健康センター）また
は福地サービス班（本庁舎）、住民生活課（南
部分庁舎）で配布します）
②印鑑
③町で配布した予診票（11 月中に接種した記
　録のあるもの）

接種料　1,000 円（生活保護受給者は無料）
問合せ　健康福祉課（健康センター）
☎ 0178-60-7100

④インフルエンザ予防接種と明記してある原
　本の領収書
⑤本人名義の振込先金融機関の通帳または、
　キャッシュカード（申請時にコピーをとら
　せていただきます）
⑥病院へ入院していた人は、それを証明でき
　る領収書など
⑦生活保護受給者は、医療受給証など生活保
　護を受けていることが確認できる物
提出場所　健康福祉課（健康センター）また
　は福地サービス班（本庁舎）、住民生活課（南
　部分庁舎）
提出期限　平成 27 年１月 30 日（金）

11月中に施設へ入所している人、病院へ入院中の人へ

医療機関 接種期間 受付時間

南部町医療センター
☎ 0178-76-2001

11 月４日～ 11 月 28 日までの
月～金曜日 ９時 ～ 11 時

南部病院
☎ 0179-34-3131

11 月４日（火）、５日（水）、７日
（金）、10 日（月）、11 日（火）、

12 日（水）、14 日（金）
13 時～ 13 時 30 分

川守田外科胃腸科
☎ 0178-75-0898

11 月１日～ 11 月 29 日までの
月～土曜日

▶月・火・水・金曜日
　９時～ 11 時、15 時～ 17 時
▶木・土曜日 ９時～ 11 時

かわむら内科クリニック
☎ 0178-84-3111

11 月１日～ 11 月 29 日までの
月～土曜日

▶月・火・木・金曜日
　8 時30 分～11 時 30 分、14 時～17 時30 分
▶水・土曜日   8時30 分～ 11時30 分

はらだクリニック
☎ 0178-60-1661

11 月１日～ 11 月 29 日までの
月～土曜日

▶月・火・水・金曜日
　8 時30 分～12 時、15 時～18 時30 分
▶木・土曜日   8 時 30 分 ～12 時
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（左から）舘くん、出川くん、高橋さん

三戸郡歯・口の健康児童審査会
　「三戸郡 歯・口の健康児童審査会」において、南部町の
児童３名が上位入賞を達成しました。
　報告へ訪れた３人は「先生から言われたことを守り、歯茎
を傷つけないようにやさしく歯みがきしています」と毎日の歯
みがきで気を付けていることを笑顔で話しました。
◆男子の部　最優秀賞　　　 舘 　幸希くん（南小３年）
◆男子の部　第２位会長賞　出川　和磨くん（福地小５年）
◆女子の部　第２位会長賞　高橋　美妃さん（福地小５年）

むし歯ゼロの元気な なんぶっ子 ９月２５日の３歳児健診にて

みた　なおと くん
（埖渡）

ひがし　りゅうた くん
（大向）

みやき　あいか ちゃん
（玉掛）

いわま　あおい ちゃん
（森越）

まべ　のぞみ ちゃん
（福田）

たにない　ひろき くん
（沖田面）

ねいち　くるみ ちゃん
（剣吉）

かとう　れん くん
（相内）

くぼ　はくあ くん
（下名久井）



18広報なんぶちょう　11月号

南部町ワイン「夢紀行」

夢紀行と佐々木さん

オリジナルスイーツを両手に笑顔を浮かべる熊谷さん 

さまざまな出来事をお伝えします

描の66

　

達
者
村
が
開
村
さ
れ
て
か
ら
10

周
年
と
い
う
こ
と
で
、
節
目
の
年

を
何
ら
か
の
形
で
お
祝
い
し
た
い

と
思
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ

を
作
る
事
業
に
参
画
し
ま
し
た
。  

　

今
回
は
「
り
ん
ご
と
さ
つ
ま
い

も
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
」
と
「
洋
梨
と

小
松
菜
の
ム
ー
ス
」
の
２
種
類
の

ス
イ
ー
ツ
を
作
り
ま
し
た
。
ど
ち

ら
も
南
部
町
産
の
果
物
を
使
用

し
、
10
周
年
記
念
の
ス
イ
ー
ツ
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
完
成
し

た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

  　

ま
ず
「
り
ん
ご
と
さ
つ
ま
い
も

の
モ
ン
ブ
ラ
ン
」
で
す
が
、
り
ん

ご
は
町
内
産
の
『
紅
玉
』
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
紅
玉
の
持
つ
酸
味

を
よ
り
引
き
立
た
せ
る
た
め
に
バ

タ
ー
で
ソ
テ
ー
を
し
、
さ
つ
ま
い

も
の
甘
み
と
う
ま
く
マ
ッ
チ
さ
せ
、

飽
き
が
来
な
い
よ
う
な
味
に
仕
上

げ
ま
し
た
。  

　

次
に
「
洋
梨
と
小
松
菜
の
ム
ー

ス
」
で
す
が
、
小
松
菜
の
青
く
さ

い
香
り
を
消
し
、
淡
い
緑
の
色
彩

を
残
し
、
見
て
美
し
く
食
べ
て
お

い
し
い
『
お
し
ゃ
れ
な
ス
イ
ー
ツ
』

に
仕
上
げ
ま
し
た
。  

　

上
が
小
松
菜
の
ゼ
リ
ー
の
層
、

下
が
洋
梨
の
バ
バ
ロ
ア
の
層
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
２
つ
の
層

を
混
ぜ
て
食
べ
る
と
、
爽
や
か
な

洋
梨
の
味
と
程
良
い
甘
さ
が
口
に

広
が
り
、
甘
い
の
が
苦
手
な
方
で

も
食
べ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。 

　
「
り
ん
ご
と
さ
つ
ま
い
も
の
モ
ン

ブ
ラ
ン
」
は
２
月
ま
で
、「
洋
梨
と

小
松
菜
の
ム
ー
ス
」
は
年
内
ま
で

の
期
間
限
定
で
、
１
個
260
円
で
販

売
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
買
い
求

め
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　

南
部
町
で
は
季
節
ご
と
に
様
々

な
果
物
が
収
穫
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
、
ス
イ
ー
ツ
作
り
に
幅
広
く

生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 　

今
回
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ

作
り
を
ヒ
ン
ト
に
、
南
部
町
の
果

物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
、
地

元
な
ら
で
は
の
ス
イ
ー
ツ
を
開
発

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
　

今
回
の
新
作
ス
イ
ー
ツ
を
私
も

食
べ
て
み
ま
し
た
が
、
甘
さ
が
ひ

か
え
め
で
何
個
で
も
食
べ
ら
れ
る

よ
う
な
味
で
し
た
。
期
間
限
定
の

ス
イ
ー
ツ
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度

は
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

　
文
・
農
村
交
流
推
進
課  

秋
山
　
将
毅

　
今
回
は
、佐
々
木
幸
雄
さ
ん（
沖

田
面
）
が
作
り
あ
げ
た
南
部
町
ワ

イ
ン
「
夢
紀
行
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。  

　
こ
の
ワ
イ
ン
は
南
部
町
の
人
に

愛
さ
れ
、
飲
ま
れ
、
最
終
的
に
は

南
部
町
を
代
表
す
る
ワ
イ
ン
に
し

た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
作
ら

れ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
佐
々
木
さ

ん
を
代
表
に
南
部
町
ワ
イ
ン
フ
ァ

ー
マ
ー
ズ
を
結
成
し
、
南
部
町
に

ワ
イ
ナ
リ
ー
（
※
）
も
作
り
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。  

　
※
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
は
、
ワ
イ
ン

を
生
産
す
る
建
物
・
工
場
、
ま
た

ワ
イ
ン
会
社
な
ど
の
ワ
イ
ン
製
造

に
関
わ
る
事
業
の
こ
と
。

　
夢
紀
行
に
は
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
「
一
杯
飲
ん
で
故
郷
を
語

り
、
二
杯
飲
ん
で
日
本
を
語

り
、
三
杯
飲
ん
で
世
界
を
語

る
。」
で
す
。
一
杯
、
二
杯
と

飲
み
た
く
な
る
ほ
ど
お
い
し

く
、
仲
間
と
語
り
、
最
後
に

夢
＝
世
界
を
語
り
合
う
た
め

の
ワ
イ
ン
で
あ
る
と
私
は
解

釈
し
て
い
ま
す
。
捉
え
方
は

人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
大
変

印
象
に
残
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

　 

こ
の
ワ
イ
ン
の
味
は
甘
く

な
く
辛
口
、
香
り
が
強
く
口

当
た
り
が
良
い
と
の
こ
と
で

す
。
南
部
町
に
あ
る
酒
屋
だ

と
ど
こ
で
も
購
入
で
き
る
と

の
こ
と
な
の
で
皆
様
も
世
界

を
語
り
ま
せ
ん
か
？

　今回は、達者村開村10周年を記念して開発されたオリ
ジナルスイーツについて、「梅香堂　熊谷菓子店」の熊谷
正浩さん（平）に、スイーツの開発にまつわる話や特徴に
ついてインタビューをしました。

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
イ
ー
ツ
の
特
徴

取
材
を
終
え
て 

こ
れ
か
ら
の
ス
イ
ー
ツ
作
り
の
展
望
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期日　平成 26 年 12 月 8 日（月）
　〜平成 27 年 3 月 23 日（月）
　（全 12 回）
時間　16 時 30 分～ 17 時 30 分
対象　小学生（初心者の方）
場所　バーデハウスふくち
募集人数　30 人
申込方法
　バーデハウスフロントに申込
書と受講料（6,800 円）を添え
てお申し込みください。
申込期限　定員になり次第締切

月 火 水 木 金 土 日

11月3日
 文化の日

4
女性水泳教室 /らくら
く筋力アップ体験教室

5
流水等健康教室 /エア
ロビクス教室 /初心者
水泳教室 /やさしい水
中ウォーキング 500
教室 / はじめてのク
ロール教室

6 7
ロコモ600・750体験教
室/らくらくあしの運動転
倒予防体験教室/町民ヘ
ルシー塾健康教室/太極
拳教室/巡回バス（A・B
コース）

8
エアロビクス教室

9

10
小学生水泳教室 /ロコ
モ 1500 教室 / 水中
ウォーキングと水慣れ
教室 /バーデ健康づく
り教室

11
女性水泳教室 /らくら
く筋力アップ体験教室

12
流水等健康教室 /エア
ロビクス教室 /初心者
水泳教室 /やさしい水
中ウォーキング 500
教室 / はじめてのク
ロール教室

13 14
ロコモ600・750体験教
室/町民水中ウォーキング
1000教室/水中ウォーキ
ング1000教室/らくらく
あしの運動転倒予防体験
教室/太極拳教室/巡回バ
ス（C・Dコース）

15
エアロビクス教室

16

17
小学生水泳教室 /ロコ
モ 1500 教室 / 水中
ウォーキングと水慣れ
教室 /バーデ健康づく
り教室

18
休館日

19
休館日

20
休館日

21
ロコモ 600・750 体験
教室 / 町民ヘルシー塾健
康教室 2/ 巡回バス（A・
Bコース）

22
エアロビクス教室

23
アクアビクス体験
教室

24
振替休日

25
女性水泳教室 /らくら
く筋力アップ体験教室

26
流水等健康教室 /エア
ロビクス教室 /初心者
水泳教室 /やさしい水
中ウォーキング 500
教室 / はじめてのク
ロール教室

27 28
ロコモ600・750体験教
室/町民水中ウォーキング
1000教室/水中ウォーキ
ング1000教室/らくらく
あしの運動転倒予防体験
教室/巡回バス（C・Dコー
ス）

29
エアロビクス教室

30

12月1日
ロコモ 1500 教室 /
水中ウォーキングと水
慣れ教室 /バーデ健康
づくり教室

2
女性水泳教室 /らくら
く筋力アップ体験教室

3
流水等健康教室 /エア
ロビクス教室 /初心者
水泳教室 /やさしい水
中ウォーキング 500
教室 / はじめてのク
ロール教室

4 5
ロコモ 600・750 体験教
室 /らくらくあしの運動転
倒予防体験教室 / 町民ヘ
ルシー塾健康教室／巡回
バス（Ａ・Ｂコース）

6
エアロビクス教室

7

期日　12 月２日（火）、 ３日（水）、
　　　　　 4 日（木）
時間　18 時 30 分～ 20 時
対象　小学生（初心者の方）
場所　ふくちアイスリーナ
募集人数　50 人
申込方法
　ふくちアイスリーナに申込書と受講
　料（2,000 円）を添えてお申し込み
　ください。
申込期限　11 月 29 日（土）
その他　スケート靴貸し出しあり

　地元で採れた新鮮な野菜など
を、格安でご提供します。

期日　11 月15 日（土）、16 日（日）
時間　10 時 〜15 時
場所　バーデパーク駐車場

パーティプラン
一年の締めくくりと新しい年の始まり
をバーデパークで。クリスマスパー
ティから忘年会、新年会などスタイ
ルに合わせてお楽しみください。

（要予約）

◆お得な飲み放題プランあり
　（2 時間）
◆送 迎バスもあります。詳しくは 
　お問合 せください。

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより ☎0178-84-2850

ふくち特産品まつり 小学生水泳教室受講者募集小学生スケート教室受講者募集



かわむら
はらだ

かわむら

川　外
医療セン

はらだ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオ

…ＢＣＧ

かわむら
はらだ

かわむら

川　外
医療セン

はらだ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオ

…ＢＣＧ

13

20

27

4

11

14

21

28

5

12

15

22

29

6

13

7
可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

16

23

30

7

14

8

9

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ
ビン 名川Ａ・南部Ａ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地名川Ａ・南部Ａ

乳幼児予防接種（個別接種）※接種の種類・医療機関により予約方法が異なります。各医療機関へ行かれる前に、ご連絡をお忘れのないようご注意ください。
かわむら …（かわむら内科クリニック）受付9時〜11時30分、14時〜17時30分（月・火・木・金曜日）、9時〜11時30分（水・土曜日）　※要予約（三種混合・ポリオ）
川　外 …（川守田外科胃腸科）受付9時〜11時、15時〜17時（月・火・水・金曜日）、9時〜11時（木・土曜日）　※全予防接種予約制（希望日の10日程前まで）

南　病 …（南部病院）受付13時〜13時30分　※全予防接種予約制

はらだ …（はらだクリニック）受付8時30分〜12時、15時〜18時（月・火・水・金曜日）、8時30分〜12時（木・土曜日）　※要予約（三種混合）

木

金 土 日Friday Saturday Sunday

Thursday

【病院健診】
南部町医療センターで平日に受診でき
ます。
【集団検診】

受付時間など、詳しくは各世帯へ配布
した申込書をご覧になるか健康福祉課

（☎ 0178︲60︲7100）へお問い合わ
せください。

医療セン …（南部町医療センター）受付13時〜13時30分　※要予約（三種混合・ポリオ）

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

新・雑・チラシ・段

名川Ａ・南部Ａ新・雑・チラシ・段

名川Ｂ・南部Ｂ新・雑・チラシ・段
広報 12 月号発行予定日

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

３健 南部町健康センター

2 歯 南部町健康センター

1・6 南部町健康センター

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ
ペットボトル 名川Ａ・南部Ａ

ペットボトル 名川Ｂ・南部Ｂ

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

かわむら
はらだ

かわむら

川　外
医療セン

はらだ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオ

かわむら
はらだ

かわむら

川　外
医療セン

はらだ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオ

…ＢＣＧ

かわむら
はらだ

かわむら

川　外
医療セン

はらだ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオ

…ＢＣＧ

かわむら
はらだ

かわむら

川　外
医療セン

はらだ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

かわむら
川　外

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオはらだ

かわむら はらだ …ＢＣＧ

かわむら
川　外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオはらだ

…ＢＣＧ

鍋の日

かわむら
川　外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオはらだ

…ＢＣＧ

かわむら
川　外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオはらだ

…ＢＣＧ

かわむら
川　外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオはらだ

…ＢＣＧ

勤労感謝の日



乳相 南部町健康センター

４相 南部町健康センター

10

24

12月1日

11

18

2

9

12

26

19

3

10

可燃

可燃

可燃

名川Ｂ・南部Ｂ

名川Ｂ・南部Ｂ

名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ可燃 名川Ａ・南部Ａ

可燃 名川Ａ・南部Ａ

可燃 名川Ａ・南部Ａ可燃

可燃

可燃

福地

福地

福地

不燃

不燃

不燃

名川Ａ … 名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川Ｂ … 名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部Ａ … 南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10 区、11 区、小波田第１、小波田第２）
南部Ｂ … 南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地Ａ … 福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地Ｂ … 福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地 …… 福地全地区

可燃 不燃 粗大 ペット 新 雑 段 …段ボール…雑誌…新聞紙…ペットボトル…粗大ごみ…不燃物…可燃物

月 火 水 WednesdayTuesdayMonday

【乳幼児健康診査、乳幼児健康相談】

段ボール・新聞 福地

缶・ ビン・ペット 福地

缶・ ビン・ペット 福地

 雑・チラシ・古布・その他の紙 
 缶・ ビン・ペット

２歯

1・6

…２歳児歯科健康診査（H24.3〜H24.5生）受付12時15分〜12時45分

…１歳６か月児健康診査（H25.4〜H25.5生）受付12時15分〜12時45分
乳相

４相

…乳児健康相談（H26.6〜H26.7生）受付13時〜13時30分

…４歳児健康相談（H22.4〜H22.5生）受付13時〜13時30分

…３歳児健康診査（H23.3〜H23.4生）受付12時〜12時15分３健

可燃 名川Ａ・南部Ａ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地
不燃 名川Ｂ・南部Ｂ

名川Ｂ・南部Ｂ

名川Ｂ・南部Ｂ

名川Ａ・南部Ａ

ビン 名川Ａ・南部Ａ

ビン 名川Ａ・南部Ａ

ビン 名川Ｂ・南部Ｂ

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

川　外

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

川　外

川　外

川　外

川　外

医療セン

医療セン

医療セン

医療セン

医療セン

医療セン

南　病

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオ

南　病

南　病

南　病

南　病

はらだ

かわむら
川　外

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオ・ＢＣＧはらだ

かわむら
川　外

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオ・ＢＣＧはらだ

かわむら
川　外

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオはらだ

南　病

南　病

南　病

ＢＣＧ

ＢＣＧ

ＢＣＧ

ＢＣＧ

かわむら
川　外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオはらだ

…ＢＣＧ かわむら はらだ …ＢＣＧ

かわむら
川　外

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオはらだ

かわむら はらだ …ＢＣＧ

かわむら
川　外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオはらだ

…ＢＣＧ

かわむら
川　外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオはらだ

…ＢＣＧ

かわむら
川　外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオはらだ

…ＢＣＧ

かわむら
川　外

かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ヒブ
ＭＲ混合・肺炎球菌・水痘
日本脳炎・ポリオはらだ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

福地

17

25振替休日

8

可燃 福地 不燃 名川Ａ・南部Ａ
ビン 名川Ｂ・南部Ｂ 不燃 福地
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専門外来診察日

整形外科 受付：11 時 30 分まで

▲

11月22日（土）　８時 30分〜

先天性股関節脱臼 予約制／受付 10 時
30 分〜10 時 50 分

▲

11月22日（土）

眼科 受付：14 時 30 分まで
初診の方は 13 時 30 分まで

▲

11月12日（水）　14時〜15時　木村先生

▲

11月26日（水）　14時〜15時　木村先生

泌尿器科 予約制

▲

11月11日（火）　13時〜　　　柳沢先生

▲

11月17日（月）　13時〜　　　伊藤先生

▲

11月25日（火）　13時〜　　　柳沢先生

　　

都合により変更になる場合がありますので
ご来院の際は、お問い合せください。

国民健康保険 南部町医療センター
☎ 0178-76-2001

診療科：外科、内科、循環器科、皮膚科、
　　 肛門科、アレルギー科、歯科

おいでよ！子育て支援センター

福地保育園　☎ 0178-84-4118

わくわくひろば（体験活動）
木曜日／９時30分〜11時

11月13日　リズムあそび

11月20日　誕生会

12月４日　運動あそび

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分〜11時

11月12・19日
12月３日

子育てサークルにこちゃんクラブ
月曜日／10時〜12時

11月10・17日
12月１日

なんぶ保育園　☎ 0179-34-3034

こすもすクラブ（体験活動）
木曜日／９時30分〜11時

11月13日　運動あそび

11月20日　誕生会

11月27日　制作「クリスマス」

12月４日　紙を使って遊ぼう

サークルちびこす（自由活動）
月・水曜日／９時30分〜12時

11月10・12・17・19・26日
12月１・３日

チェリー保育園　☎ 0178-76-1115

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時30分〜11時

11月13日　運動・リズム遊び

11月20日　スタンプ遊び

11月27日　誕生会

12月６日（土）　おゆうぎ会見学

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時30分〜11時

11月10・12・17・19・26日

       　    地面の形状

　　　　　　 測定日
測定地点

アスファルト 土

10 月１日 10月
15日・16日 10 月１日 10月

15日・16日

ふれあい公園 0.050 0.052 0.046 0.046

杉沢研修館 − 0.048 0.050

中央公民館 0.028 0.022 0.020 0.020

名川南小学校 0.034 0.040 0.020 0.020

町民体育館 0.030 0.030 0.028 0.024

元二又屯所付近 0.026 0.030 0.022 0.022

放射線量測定結果
問合せ　住民生活課（南部分庁舎）☎ 0179-34-2509

（単位　μ
マイクロシーベルト

Ｓｖ／ ｈ
アワー

）

測定日：10月１日（水）、15日（水）、16日（木）

J アラートとは
　震度５以上の緊急地震速報や武
力攻撃などの情報を、国が人工衛
星を通じて防災行政無線で皆さん
にお伝えするシステムです。

J アラートを使用した一斉放送訓練を行います。
訓練当日は、防災行政無線から実際に試験放送が
流れますので、ご理解とご協力をお願いします。
期日　11月28日（金）
時間　11時ごろ
※気象状況などにより訓練を
中止する場合があります。

問合せ　総務課（本庁舎）☎ 0178-84-2111

J アラート一斉放送訓練

　子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていない
お子さんなら、どなたでも参加できますので、お気軽にご
利用ください。
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福
地
短
歌
会

な
ん
ぶ
短
歌
会

若
　
草
　
会

6
THU

7
FRI

8
SAT

9
SUN
10
MON

11
TUE
12
WED
13
THU
14
FRI
15
SAT
16
SUN
17
MON

18
TUE
19
WED
20
THU
21
FRI
22
SAT
23
SUN
24
MON

25
TUE
26
WED
27
THU
28
FRI
29
SAT
30
SUN

1
MON

2
TUE

3
WED

4
THU

5
FRI

6
SAT

7
SUN

役立っています！ボートピアなんぶ交付金
ボートピアなんぶ交付金は地域の持つ個性、環境、伝統などを活かし、地域住民が主
体的に進めるまちづくりのための活動を支援しています。

内
村
　
貞
子

平
谷
　
通
泰

馬
場
　
た
か

馬
場
　
敬
子

田
中
　
と
し

馬
場
　
　
操

坂
本
　
綾
子

佐
々
木
冴
美

沼
畑
　
吉
茂

西
舘
　
ヒ
デ

八
木
田
順
峰

デーレース ナイターレース

電
話
受
け
孫
ら
の
来
る
を
楽
し
み
に
待
つ
も
爺
ち
ゃ
は
素
振
り
も
見
せ
ず

減
塩
と
減
糖
の
日
々
に
慣
れ
た
れ
ば
も
は
や
気
に
せ
ず
薄
味
の
食

花
終
へ
し
額
あ
ぢ
さ
ゐ
は
褪
せ
る
と
も
お
も
む
き
替
へ
て
ま
た
咲
く
ご
と
し

山
道
の
す
す
き
穂
音
な
く
揺
れ
な
が
ら
青
き
空
よ
り
秋
呼
ぶ
ご
と
し

野
良
仕
事
終
へ
た
ら
泊
ま
り
に
来
よ
と
言
ふ
甥
の
初
文
く
り
返
し
読
む

仕
事
終
へ
沈
む
夕
日
に
あ
す
も
ま
た
良
き
日
で
あ
れ
と
畑
道
を
ゆ
く

仲
秋
の
晴
天
つ
づ
く
リ
ン
ゴ
畑
反
射
シ
ー
ト
を
敷
く
も
賑
は
し

夫
へ
の
敬
語
聞
か
れ
ぬ
世
と
な
れ
ど
時
折
り
母
の
ま
ね
を
し
て
み
る

振
り
向
く
な
美
人
多
し
の
標
語
見
て
車
を
停
め
る
知
床
の
旅

重
ね
た
る
老
い
を
鏡
に
映
し
つ
つ
今
朝
も
ほ
ん
の
り
口
紅
を
さ
す

静
け
さ
に
音
あ
る
ご
と
き
耳
鳴
り
を
聴
き
な
が
ら
詠
む
秋
ゆ
く
夕
べ

老
い
づ
き
て
な
ほ
憧
る
る
自
在
心
そ
ら
に
ふ
ん
は
り
一
ひ
ら
の
雲

穏
や
か
な
秋
晴
れ
の
日
に
赤
と
ん
ぼ
屋
根
よ
り
高
く
群
れ
て
音
な
し

た
は
む
れ
に
ア
ボ
カ
ド
の
種
ふ
せ
お
れ
ば
半
年
後
の
今
尺
余
の
び
た
り

息
づ
ま
る
程
の
怒
り
に
歩
み
た
り
嫉
妬
の
心
こ
ん
な
に
も
あ
る

こ
れ
の
世
に
障
害
持
ち
て
生
ま
れ
た
り
お
世
話
に
な
り
て
ゆ
く
他
は
な
く

秋
さ
れ
ば
屋
根
を
賑
は
す
鴉
き
て
青
き
胡
桃
を
し
き
り
転
が
す

療
法
士
め
ざ
し
て
進
む
い
と
し
孫
励
む
姿
に
若
き
息
吹
す

川
守
田
慶
三

石
塚
　
　
守

大
久
保
雪
夫

奥
寺
　
睦
子

工
藤
　
裕
正

佐
々

木
教
子

根
市
　
政
志

コ
ス
モ
ス
を
優
し
く
揺
ら
す
朝
の
風
登
校
す
る
子
等
花
に
手
を
の
べ

里
山
に
農
家
を
守
る
甥
一
人
母
の
墓
に
は
野
菊
を
か
ざ
る

チ
ロ
チ
ロ
と
秋
の
虫
鳴
く
朝
方
に
あ
ら
、ま
、寒
い
ね
風
鈴
し
ま
ふ

吹
く
風
は
秋
の
冷
気
を
感
じ
さ
せ
ゆ
ら
ぐ
尾
花
は
野
を
か
け
め
ぐ
る

や
が
て
秋
蔓
草
群
る
る
あ
は
ひ
に
は
お
け
ら
草
咲
く
ひ
と
日
あ
る
か
も

暗
門
の
滝
を
め
ざ
し
て
岩
の
道
頬
を
吹
く
風
の
香
カ
ツ
ラ
と
聞
き
て

海
風
に
ゆ
れ
る
ハ
チ
ノ
ヘ
ト
ウ
ヒ
レ
ン
淡
き
紫
松
陰
に
咲
く

仲
秋
に
皎
々
と
照
る
名
月
は
妻
を
泣
か
せ
て
子
を
喜
ば
す

中
野
　
静
子

奥
　
あ
さ
子

向
山
　
敦
子

川
村
　
綾
子

山
下
　
幸
枝

木
村
ひ
な
子

一
ノ
渡
　
綮

小
林
　
青
山

桐生一般戦 住之江一般戦

桐生一般戦住之江
一般戦

若松一般戦 蒲郡ヴィーナス
シリーズ

住之江一般戦蒲郡
一般戦

桐生GⅢ
オールレディース

丸亀一般戦

宮島GI大渦大賞
（鳴門開催分）

戸田
一般戦

常滑
一般戦

戸田ＧⅢ
オールレディース

福岡GI福岡チャンピオンカップ

多摩川一般戦 戸田GⅢオール
レディース

児島GⅢ
企業杯

下関SGチャレンジカップ＆
GⅡレディースチャレンジカップ

大村GⅡモーター
ボート誕生祭

平和島一般戦

びわこGⅡ秩父
宮妃記念杯

多摩川
一般戦

平和島一般戦

丸亀一般戦丸亀一般戦 桐生一般戦

浜名湖
一般戦

平和島
一般戦

浜名湖GⅠ浜名湖賞 戸田
一般戦

津GⅢ企業杯

若松一般戦 蒲郡一般戦

遺譜㊤㊦
内田　康夫　著

流転の歌人　柳原　白蓮
ＮＨＫ出版　編

春の庭
柴崎　友香　著

名川中学校図書室１階 　☎ 0178︲76︲3121Books Selection
休室日　毎週月曜日・国民の祝日・毎月第４金曜日

12 December11 November
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今月の納期

固定資産税（４期）
国民健康保険税（５期）
後期高齢者医療保険料（５期）
介護保険料（５期）

納期限　12月１日（月）
口座振替日　11月25日（火）
問合せ　税務課（南部分庁舎）
☎ 0179-34-2586

11・12月の休日窓口開設日
期日　11月１日（土）、15日（土）

　　　12月６日（土）、20日（土）

時間　８時15分〜12時

場所　住民生活課（南部分庁舎）

業務内容　住民票・印鑑証明書の交
付、印鑑登録

※平日は、予約制で18時まで窓口を
　開設しています。

問合せ　住民生活課（南部分庁舎）

☎ 0179-34-2509

南部町の人口と世帯数
（平成26年10月20日現在）

　人　口　19,606人　（−22）
　　男　　  9,372人　（−18）
　　女　　10,234人　（−４）
　世帯数　  7,492世帯（−７）

対先月比

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
人
の
命
を
救
う
た

め
、
16
歳
か
ら
69
歳
の
方
の
献
血

を
お
願
い
し
ま
す
。

11
月
９
日
（
日
）

▽
場
所　

す
ぱ
ー
く
名
川
（
南
部

町
な
が
わ
産
業
ま
つ
り
会
場

内
）

▽
時
間　

９
時
～
12
時
、
13
時
～

16
時

12
月
９
日
（
火
）

▽
南
部
分
庁
舎
（
９
時
～
11
時
30

分
）

▽
福
地
公
民
館
（
13
時
30
分
～
16

時
）

そ
の
他　

安
全
で
責
任
の
あ
る
献

血
を
お
願
い
す
る
た
め
、
運
転

免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
健
康
セ

ン
タ
ー
）

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

　

南
部
町
精
神
障
害
者
家
族
会

「
ま
べ
ち
の
会
」
で
は
、
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

11
月
29
日
（
土
）

時
間　

10
時
～
12
時

場
所　

南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
な
ん
ぶ
保
育
園
と
な
り
）

講
話　
「
薬
に
つ
い
て
～
減
薬
と

断
薬
に
か
か
わ
る
問
題
を
め

ぐ
っ
て
～
」

講
師　

さ
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク　

院
長

笹　

博　

氏

対
象　

精
神
障
害
者
を
抱
え
る
家

族
を
は
じ
め
、
精
神
保
健
福
祉

に
興
味
の
あ
る
方

申
込
み　

不
要

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
健
康
セ

ン
タ
ー
）

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

　

南
部
町
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
（
祝
日
除

く
）
に
健
康
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
今
年
度
は
、
日
中
来
れ
な
い

方
の
た
め
に
夜
間
の
時
間
帯
も
設

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
仕
事
帰
り

に
も
利
用
で
き
ま
す
。

期
日　

11
月
10
日
（
月
）

時
間　

13
時
30
分
～
16
時
30
分
、

17
時
30
分
～
19
時
（
18
時
30
分

か
ら
は
軽
体
操
）

場
所　

南
部
町
健
康
セ
ン
タ
ー 

２
階　

運
動
指
導
室

内
容　

体
組
成
計
で
の
体
脂
肪
・

筋
肉
量
測
定
、血
管
年
齢
測
定
、 

骨
密
度
測
定
、
保
健
師
に
よ
る

健
康
相
談

※
健
診
結
果
を
お
持
ち
の
方
は
、

最
近
の
結
果
票
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※
軽
体
操
参
加
者
は
、
中
履
き
、

汗
拭
き
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
で

き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
健
康
セ

ン
タ
ー
）

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

　

八
戸
市
立
市
民
病
院　

副
院
長

兼
第
一
整
形
外
科
部
長　

末
綱
太

先
生
を
座
長
に
迎
え
、
骨
粗
鬆
症

を
テ
ー
マ
に
し
た
住
民
公
開
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
ど

な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

期
日　

11
月
20
日
（
木
）

時
間　

15
時
～
16
時

場
所　

南
部
公
民
館

演
題　
「
知
ら
な
い
と
損
す
る
骨

粗
鬆
症
の
ウ
ソ
・
ホ
ン
ト
～
寝

た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に

～
」

演
者　

南
部
病
院　

理
事
長

　

小
笠
原
和
人
先
生

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
健
康
セ

ン
タ
ー
）

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

お知らせ 
 information
お知らせ 
 information

献
血
に
ご
協
力
を

協力依頼

骨
を
知
ろ
う

　
　
　

住
民
公
開
講
座

開催案内

達
者
ｄ
ｅ
健
康
相
談

開催案内

南
部
町
精
神
障
害
者
家

族
会
公
開
講
座

開催案内
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三
戸
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処

理
施
設
）
で
は
、
例
年
12
月
初
旬

か
ら
年
末
に
か
け
て
し
尿
、
浄
化

槽
汚
泥
の
搬
入
量
が
非
常
に
多
く

な
り
ま
す
。
今
年
も
施
設
の
処
理

能
力
を
上
回
る
搬
入
量
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
施
設
の
安
定
し
た
処
理

を
維
持
す
る
た
め
、
処
理
能
力
の

範
囲
内
で
の
受
け
入
れ
と
し
ま
す

の
で
、
こ
の
期
間
内
に
汲
み
取
り

を
依
頼
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
汲

み
取
り
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

三
戸
地
区
環
境
整
備
事

務
組
合

☎
０
１
７
８
・
75
・
１
４
４
９

期
日　

11
月
30
日
（
日
）

時
間　

９
時
～
15
時

場
所　

町
民
体
育
館
前
駐
車
場
お

よ
び
町
営
地
方
卸
売
市
場

内
容　

贈
答
用
か
ら
お
手
ご
ろ
価

格
の
り
ん
ご
販
売
や
梨
、
野
菜

販
売
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
町
民
体
育

館
前
で
は
、
な
べ
っ
こ
団
子
の

無
料
提
供
、
市
場
で
は
、
せ
ん

べ
い
汁
の
無
料
提
供
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

問
合
せ　

農
林
課（
中
央
公
民
館
）

☎
０
１
７
８
・
76
・
２
３
０
８

　

平
成
27
年
度
の
果
樹
の
補
助
事

業
の
追
加
分
を
受
け
付
け
ま
す
。

補
助
対
象

▽
果
樹
改
植
（
条
件
あ
り
）

補
助
率
…
定
額
ま
た
は
２
分
の

１　

※
未
収
益
期
間
へ
の
助
成

あ
り

▽
園
地
整
備（
防
風
網
、防
霜
フ
ァ

ン
な
ど
）
補
助
率
…
２
分
の
１

申
込
み　

農
林
課
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
す
る

際
は
事
前
に
連
絡
の
う
え
お
越

し
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

12
月
12
日
（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ　

農
林
課
（
中

央
公
民
館
）

☎
０
１
７
８
・
76
・
２
３
０
８

11
月
22
日
（
土
）

▽
演
題　

浪
岡
北
畠
氏
と
北
奥
の

戦
国
～
虚
像
か
ら
実
像
へ
の
歩

み
30
年
～

▽
講
師　

日
本
考
古
学
協
会
員　

工
藤
清
泰　

氏

12
月
13
日
（
土
）

▽
演
題　

戦
国
時
代
の
津
軽
と
南

部
氏

▽
講
師　

青
森
県
文
化
財
保
護
審

議
会　

委
員
長　

今
井
二
三
夫

氏
場
所　

楽
楽
ホ
ー
ル

問
合
せ　

社
会
教
育
課
（
南
部
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・
34
・
２
１
３
２

　

平
成
27
年
度
に
お
い
て
高
校
・

大
学
な
ど
に
進
学
を
希
望
す
る
お

子
さ
ん
の
い
る
母
子
・
父
子
・
寡

婦
家
庭
の
方
へ
修
学
資
金
・
修
業

資
金
・
就
学
支
度
資
金
の
貸
付
を

行
い
ま
す
。

　

予
約
貸
付
申
請
に
つ
い
て
は
、

来
所
し
て
い
た
だ
き
、
貸
付
条
件

な
ど
の
説
明
を
受
け
た
う
え
で
の

申
請
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

予
約
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　

平
成
26
年
11
月
４
日

（
火
）
～
平
成
27
年
１
月
30
日

（
金
）

問
合
せ　

三
八
地
域
県
民
局
地
域

健
康
福
祉
部

☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

　

町
で
は
、（
公
財
）
む
つ
小
川

原
地
域
・
産
業
振
興
財
団
に
お
け

る
平
成
26
年
度
原
子
力
施
設
立
地

振
興
対
策
事
業
を
活
用
し
、
南
部

町
ふ
れ
あ
い
交
流
プ
ラ
ザ
屋
上
防

水
改
修
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
に
竣
工
し
た
南
部
町

ふ
れ
あ
い
交
流
プ
ラ
ザ
は
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
の
拠
点
や
災
害
時
の
避

難
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
屋
上
の
老
朽
化
に
伴
い
漏
水

が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
事
業
の

実
施
に
よ
り
漏
水
に
よ
る
施
設
の

劣
化
を
防
止
か
つ
継
続
的
な
施
設

利
用
に
寄
与
し
、
利
用
者
が
安
全

で
快
適
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

企
画
財
政
課（
本
庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・
84
・
２
１
１
２

　

国
が
実
施
し
て
い
る
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
難
視
対
策
支

援
制
度
は
、
平
成
27
年
３
月
末
で

終
了
し
ま
す
。

　

衛
星
放
送
に
よ
り
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
を
再
送
信
し
て
い
る
「
衛

星
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業
」
も

終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
３
月
ま
で
に
恒
久
的

な
地
デ
ジ
対
策
工
事
を
完
了
す
る

た
め
に
は
、
遅
く
て
も
本
年
12
月

中
に
申
し
込
み
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

特
に
冬
期
間
は
、
積
雪
の
影
響

か
ら
工
事
が
で
き
な
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
、
早
め
の
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
07
・
０
１
０
１

原
子
力
施
設
立
地
振
興

対
策
事
業
に
よ
り
整
備

事業実績

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難

視
対
策
支
援
制
度
終
了

支援終了

名
川
・
南
部
地
区
の
み
な
さ
ん
へ

し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥
の

汲
み
取
り

協力依頼

な
ん
ぶ
り
ん
ご
市

開催案内

南
部
ふ
る
さ
と
塾

開催案内

果
樹
経
営
支
援
対
策
整

備
事
業
及
び
果
樹
未
収

益
期
間
支
援
事
業

補助事業

母
子
・
父
子
・
寡
婦

福
祉
資
金
の
予
約
貸
付

予約貸付
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広告

※12月から朝の荷受時間が６時〜７時30分に変更になります。

●今月の休場日
11月２日㈰、３日㈪、９日㈰、12日㈬、16日㈰、19日㈬、23日㈰、24日㈪、
　　30日㈰
12月７日㈰、10日㈬、14日㈰、21日㈰、23日㈫、28日㈰、30日㈫、31日㈬

町営市場の販売状況  （平成26年９月16日〜平成26年10月15日）

品　名 販売数量（kg） 売上額（千円） キロ単位（円） 前年単価（円）

弘前ふじ（りんご） 189,790 28,879 152 169

昴林（りんご） 65312 9,749 149 154

トキ（りんご） 45,964 6,961 151 143

レッドゴールド（りんご） 69,960 8,681 124 157

紅玉（りんご） 189,384 22,677 120 135

サンつがる（りんご） 145,418 16,622 114 126

日面紅（梨） 62,172 3,618 58 60

長十郎（梨） 39,648 3,168 80 90

キャンベル（ブドウ） 74,627 13,477 181 165

ナイヤガラ（ブドウ） 25,222 3,429 136 131

大　根 42,183 2,905 69 74

ゴボウ 49,060 9,262 189 193

長　芋 74,700 19,226 257 253

にんにく 47,806 43,610 912 620

キャベツ 29,553 2,042 69 67

ね　ぎ 32,755 5,076 155 193

きゅうり 21,197 3,130 148 170

トマト 6,772 1,466 216 182

食用菊 2,408 1,308 543 655

　

三
信
包
装
株
式
会
社
は
、
包
装

資
材
の
加
工
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
品
の
一
貫
工
程

説
備
を
有
す
る
「
も
の
づ
く
り
の

会
社
」
で
す
。
こ
の
度
、
女
子
経

理
事
務
社
員
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

職
種　

女
子
経
理
事
務
員
１
名

資
格　

簿
記
３
級
以
上
で
パ
ソ
コ

ン
操
作
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
）

が
で
き
る
方

就
業
場
所　

福
地
工
業
団
地
内　

三
信
包
装
㈱

就
業
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
30

分
（
休
憩
１
時
間
）

休
日　

土
・
日
・
祝
日
ほ
か　

夏

季
・
年
末
年
始
休
暇

賃
金　

当
社
規
定
に
よ
る
。
各
種

手
当
あ
り
。
社
会
・
労
働
保
険

完
備

詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

求
人
票
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

履
歴
書
（
写

真
貼
付
）・
職
務
経
歴
書
を
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
０
３
９-

０
８
１
１

南
部
町
大
字
法
師
岡
福
地
工
業
団

地
内
三
信
包
装
㈱
管
理
部

☎
０
１
７
８
・
84
・
３
４
８
０

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決

す
べ
き
問
題
で
す
。
虐
待
を
受
け

た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ
け

た
と
き
や
、
ご
自
身
が
出
産
や
子

育
て
に
悩
ん
だ
と
き
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
先

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
０
０
０

子
ど
も
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０
・
74
・
６
５
５
２

健
康
福
祉
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

三
信
包
装
株
式
会
社

社
員
募
集

募集案内

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間

推進月間

　青森県新産業都市建設事業団は、昭和 39 年に
八戸地区が新産業都市として指定されたことを契機
に、建設基本計画を総合的かつ一体的に実施する
ため、青森県および関係８市町（八戸市、十和田市、
三沢市、六戸町、東北町、おいらせ町、五戸町、
南部町）で構成する設置団体の委託を受けて工業
団地などの取得・造成などを行う地方開発事業団で
あり、各設置団体から一般管理費（事務費）の一
部が負担され、円滑な事業運営が図られています。
　同事業団から毎年度提出される決算関係資料は、
９月定例会において町議会へ報告しています。

当町における事業団への負担金の
平成25年度決算額
194,000円（上半期 97,000円、下半期 97,000円）

青森県新産業都市建設事業団決算報告
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編集後記
２年ぶりのに開催された南
部町民運動会。選手たちが、
全力で競技に取り組む姿を見
ていて、思わず自分も競技に
参加しているような熱い気持
ちになりました。【tam】

　

必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

資
格　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　

平
成
26
年
11
月
１
日

（
土
）
～
平
成
27
年
１
月
９
日

（
金
）

一
次
試
験
日　

平
成
27
年
１
月
24

日
（
土
）

問
合
せ　

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力

本
部
八
戸
地
域
事
務
所

☎
０
１
７
８
・
45
・
１
９
２
０

期
日　

11
月
16
日
（
日
）

時
間　

10
時
～
14
時

場
所　

す
ぱ
ー
く
名
川

内
容　

り
ん
ご
や
野
菜
の
激
安
販

売
・
バ
ザ
ー
・
協
賛
福
祉
施
設

の
出
店
・
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
・
豪
華
景
品
抽
選
会

問
合
せ　

清
慈
会　

森
の
菜
園

☎
０
１
７
８
・
60
・
５
５
３
３

　

文
化
協
会
の
名
川
支
部
・
福
地

支
部
・
南
部
支
部
が
出
場
す
る
、

唄
と
踊
り
、
演
奏
な
ど
の
発
表
会

で
す
。

期
日　

11
月
23
日
（
日
）

時
間　

９
時
30
分
～

場
所　

楽
楽
ホ
ー
ル

※
ホ
ー
ル
は
飲
食
禁
止
。
昼
食
休

憩
は
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
行
う
。

問
合
せ　

南
部
町
文
化
協
会
名
川

支
部　

事
務
局　

浜
渡

☎
０
１
７
８
・
75
・
０
７
７
７

期
日　

12
月
６
日
（
土
）

時
間　

14
時
～
15
時
30
分

場
所　

剣
吉
公
民
館

演
題　

南
租
坊
と
南
租
坊
の
修
行

先
の
お
話
（
七
崎
神
社
・
永
福

寺
―
普
賢
院
）

講
師　

奥
田
卓
司　

氏
（
元
中
学

校
長
）

問
合
せ　

南
部
町
文
化
協
会
名
川

支
部　

事
務
局　

浜
渡

☎
０
１
７
８
・
75
・
０
７
７
７

期
日　

11
月
15
日
（
土
）・
16
日

（
日
）・
17
日
（
月
）

時
間　

９
時
～
17
時　

※
17
日
の

み
９
時
～
12
時

場
所　

町
民
体
育
館

内
容　

各
サ
ー
ク
ル
の
１
年
間
の

活
動
作
品
を
展
示

問
合
せ　

南
部
町
文
化
協
会
南
部

支
部　

支
部
長　

長
田
鉄
也

☎
０
１
７
９
・
22
・
３
７
３
５

　

な
ん
ぶ
読
み
聞
か
せ
の
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
で
す
。

事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
未
就
学
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者

同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
30
日
（
日
）

時
間　

10
時
30 

分
～
11
時

場
所　

名
川
中
学
校
図
書
室
１
階

問
合
せ　

社
会
教
育
課
（
南
部
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・
34
・
２
１
３
２

　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は

不
用
品
と
な
っ
た
備
品
を
修
理
・

再
生
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
再
生
品
を
抽
選
で
、
当
選

し
た
方
に
低
価
格
で
提
供
し
ま

す
。

申
込
期
間　

11
月
１
日
（
土
）
～

９
日
（
日
）

申
込
方
法　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

引
取
期
間　

11
月
15
日
（
土
）
～

23
日
（
日
）

期
間
内
に
当
選
は
が
き
と
代
金

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

八
戸
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
０
１
７
８
・
70
・
２
３
９
６

交通死亡事故ゼロ２年達成

　当町南部地区が交通死亡事
故ゼロ２年を達成したとして、
三戸地区交通安全協会南部支部

（澤村國男支部長）と三戸地
区交通指導隊南部支隊（田島
豪支隊長）の２団体に、三戸
警察署（成田裕之署長）と三
戸地区交通安全協会（宮村純
吉会長）から表彰状が贈られま
した。
　表彰された２団体は「これか
らも３年、４年と続けていきた
い」と決意を新たにしました。

交通指導隊南部支隊　竹林武志さん㊧
交通安全協会南部支部　澤村國男さん㊨

行政相談・特設人権相談

日時　12 月４日（木）
時間　
▷行政相談：13時～15時
▷特設人権相談：10時～15時
場所　福地公民館、剣吉公民

館、南部公民館
問合せ
▷行政相談は総務課（本庁舎）

☎ 0178-84-2111
▷人権相談は住民生活課（南

部分庁舎）☎ 0179-34-2509

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒

採用試験

清
慈
会
ま
つ
り

開催案内

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
開催案内

文
化
協
会
講
演
会

開催案内

文
化
協
会
南
部
支
部
作

品
展

開催案内

お
は
な
し
会

開催案内

再
生
品
を
提
供

提供案内
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■
③
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定

▽
①
②
③
の
条
例
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
の
施

行
に
伴
い
、
民
営
の
保
育

施
設
等
が
公
的
給
付
等
の

対
象
と
な
る
か
を
町
が
認

定
す
る
た
め
の
基
準
を
定

め
た
も
の
。

　
　

国
は
、
平
成
27
年
度
の

開
始
を
目
指
す
。

　

①
は
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、

幼
保
一
体
型
施
設
等
に
関
す

る
基
準
。

　

②
は
、
こ
れ
ま
で
認
可
外
で

あ
っ
た
自
宅
等
に
お
け
る
小

規
模
の
保
育
施
設
に
関
す
る

基
準
。

　

③
は
、
い
わ
ゆ
る
学
童
保
育

に
関
す
る
基
準
。

　
　

民
営
で
も
保
育
料
給
付
手

続
き
等
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む

よ
う
、
保
護
者
が
利
用
で
き

る
保
育
時
間
等
の
認
定
証
が

交
付
さ
れ
る
。

▽
①
公
的
保
育
を
壊
し
企
業

参
入
を
促
す
新
制
度
で

は
、
町
の
保
育
に
対
す
る

責
任
が
薄
れ
る
。

　
　

ま
た
、
保
護
者
の
就
労

時
間
に
応
じ
た
保
育
時
間

の
認
定
は
子
ど
も
へ
の
格

差
を
生
む
。

▽
②
認
定
事
業
と
な
る
の
は

喜
ば
し
い
が
、
形
態
に

よ
っ
て
は
保
育
士
資
格
を

必
要
と
せ
ず
、
食
事
提
供

に
も
課
題
が
あ
る
。

▽
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
。

■
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

給
付
条
例
及
び
町
営
住
宅

条
例
の
一
部
改
正

▽　

中
国
残
留
邦
人
等
の
円

滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永

住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
関
係
条
例
を

改
正
し
た
。

■
町
道
路
線
の
認
定

▽　

大
向
後
渡
地
区
か
ら
県

道
三
戸
南
部
線
へ
通
じ
る

路
線
を
整
備
す
る
た
め
、

町
道
と
し
て
認
定
し
た
。

■
平
成
25
年
度
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
の
決
算
20

件
を
認
定

▽ 

平
成
25
年
度
の
一
般
会

計
収
入
総
額
は
１
０
８
億

４
千
５
８
２
万
４
千
７
４

６
円
、
支
出
総
額
は
１
０

５
億
７
千
１
８
４
万
６
千

７
３
５
円
、
差
引
２
億
７

千
３
９
７
万
８
千
11
円
の

余
剰
金
は
、
26
年
度
へ
の

繰
り
越
し
や
基
金
へ
の
積

み
立
て
な
ど
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
19
件
の
各
特
別

会
計
の
収
入
総
額
は
１
１

２
億
４
千
４
０
３
万
７
千

61
円
、
支
出
総
額
は
１
１

０
億
７
千
３
３
１
万
４
千

２
３
６
円
。
差
引
１
億
７

千
72
万
２
千
８
２
５
円
と

な
っ
た
。

※
町
が
編
集
し
た
決
算
の
詳

細
が
２
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
①
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定

■
②
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
主
な
議
案

平
成
25
年
度
南
部
町
各
会
計
決
算
20
件

２
２
０
億
８
千
９
８
６
万
１
千
８
０
７
円

を
審
査
、
認
定第

59
回
南
部
町
議
会
定
例
会　

８
月
29
日 

～ 

９
月
５
日

　

第
59
回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
、
平
成
26
年
度
各

会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
20
件
は
、
議

員
全
員
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
（
川
井
健
雄
委
員
長
）
に
付
託
さ

れ
、
９
月
３
日
・
４
日
に
行
っ
た
審
査
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
認

定
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
８
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

①
②
に
対
す
る
反
対
討
論

（
立
花
寛
子
議
員
）

条  

例

予
算
・
決
算

特
定
教
育
・
保
育
施
設
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子ども・子育て支援新制度
　国が平成27年4月に本格スタートを目指す
「子ども・子育て支援新制度」では、次の
ことに取り組むとされています。

１．幼稚園と保育園の良さを合わせ持つ
「認定子ども園」の普及

２． 保育の場を増やし、待機児童を減らし
て、子育てしやすい、働きやすい社会
の実現

３．幼児期の学校教育や保育、地域の様々
な子育て支援の量の拡充や質の向上

４．子どもが減ってきている地域の子育て
支援

▽
一
般
会
計
︙
喜
ば
し
い
部

分
も
あ
る
が
、
基
金
活
用

に
よ
る
町
独
自
の
内
需
拡

大
が
求
め
ら
れ
る
。

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

︙
国
保
基
金
を
取
り
崩
し

て
国
保
税
の
引
き
下
げ

を
。

▽
介
護
保
険
特
別
会
計
︙
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

に
よ
り
、
介
護
保
険
料
や

介
護
利
用
料
の
軽
減
を
求

め
る
。

▽
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
︙
高
齢
者
だ
け
を
一
つ

の
制
度
に
集
め
、
負
担
増

か
給
付
減
か
を
迫
る
制
度

で
あ
る
た
め
、
廃
止
を
求

め
る
。

▽
賛
成
多
数
で
全
て
原
案
認

定
。

■
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

▽　

主
な
補
正
は
、
利
子
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

利
率
の
高
い
地
方
債
の
繰

り
上
げ
償
還
を
す
る
費
用

に
２
億
８
２
１
万
８
千

円
。
道
路
除
雪
事
業
費
に

６
千
９
５
０
万
３
千
円
。

住
谷
橋
、
古
牧
橋
、
名
川

中
学
校
付
近
の
３
カ
所
に

河
川
監
視
カ
メ
ラ
を
整
備

す
る
た
め
の
情
報
通
信
利

用
環
境
整
備
事
業
費
に

３
千
６
５
４
万
５
千
円
な

ど
を
追
加
。

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
４
億
５
千
４

４
２
万
５
千
円
を
追
加

し
、
計
１
０
８
億
６
千
３

８
３
万
４
千
円
と
し
た
。

■
平
成
26
年
度
ボ
ー
ト
ピ
ア

交
付
金
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

▽　

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金

確
定
に
よ
り
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

３
５
４
万
円
を
追
加
し
、

計
１
千
９
万
円
と
し
た
。

■
平
成
26
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▽　

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金

確
定
に
よ
り
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

２
千
７
１
５
万
８
千
円
を

追
加
し
、
計
29
億
１
千
７

１
５
万
８
千
円
と
し
た
。

■
平
成
26
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

▽　

歳
出
の
主
な
補
正
は
、

平
成
25
年
度
事
業
費
確

定
に
よ
る
国
、
県
支
払

い
基
金
の
返
還
金
と
し
て

８
４
５
万
６
千
円
を
追
加
。

　
　

歳
入
の
主
な
補
正
は
、

介
護
給
付
費
準
備
基
金
を

取
り
崩
し
、
８
４
３
万
７

千
円
を
追
加
。

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
８
４
６
万
円

を
追
加
し
、
計
25
億
４
千

７
６
９ 
万
６ 

千
円
と
し

た
。

■
教
育
委
員
会
の
事
務
の

点
検
及
び
評
価
の
報
告

▽　

教
育
委
員
会
の
事
務
の

点
検
・
評
価
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
評
価
報
告
書
を
添

え
、
報
告
を
受
け
た
。

■
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定

【
問
】　

保
護
者
が
認
定

証
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
は
、
負
担
が
増

え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
制
度
を
ど
の

よ
う
に
周
知
す
る
か
。

　

（
立
花
寛
子
議
員
）

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　

町
立
保
育
園
で
は

こ
れ
ま
で
も
、
保
護
者

の
申
請
に
よ
り
認
定

し
て
い
た
が
、
法
改

正
に
よ
り
「
認
定
証

の
交
付
」
が
増
え
る
。

　

保
育
時
間
の
認
定

に
つ
い
て
は
、
フ
ル

タ
イ
ム
か
パ
ー
ト
タ

イ
ム
か
で
変
わ
る
こ

と
と
な
る
。

　
　

民
営
の
場
合
の
保

育
料
は
保
護
者
が
認

定
証
を
提
示
し
、
該
当

す
る
部
分
を 

施
設
側

が
町
に
請
求
し
、
町

が
施
設
に
支
払
う
こ

と
に
な
る
。

　
　

制
度
の
内
容
は
、
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
全
世
帯
に
周
知
し
、

該
当
す
る
世
帯
に
は

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

で
個
別
の
周
知
を
し

た
い
。

■
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定

【
問
】　

民
間
事
業
者
が

認
定
さ
れ
る
こ
と
は

喜
ば
し
い
が
、
万
が

一
、
事
故
等
が
起
き
た

場
合
、
町
は
ど
の
よ

う
な
事
故
調
査
や
再

発
防
止
を
行
う
の
か
。

（
立
花
寛
子
議
員
）

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　

基
準
を
守
る
た
め

に
町
が
指
導
監
査
を

行
う
。
必
要
に
応
じ
、

立
ち
入
り
検
査
、
勧

告
、
措
置
命
令
、
認

定
取
消
等
を
行
う
。

なんぶ議会だより

平
成
25
年
度
一
般
会
計
決

算
及
び
特
別
会
計
決
算
３

件
に
対
す
る
反
対
討
論

（
立
花
寛
子
議
員
）

そ
の
他
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■
平
成
26
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（ 

第
２
号
）

【
問
】　

南
部
太
ネ
ギ
栽

培
試
験
業
務
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
。

　
　

ま
た
、
南
部
太
ネ

ギ
の
現
在
の
生
産
量

と
今
後
、
ど
の
よ
う

に
取
り
扱
う
の
か
に

つ
い
て
問
う
。

（
川
守
田
稔
議
員
）

【
農
林
課
長
答
弁
】　

栽

培
試
験
業
務
は
、
県

産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
現
在
町

で
栽
培
さ
れ
て
い
る

南
部
太
ネ
ギ
が
ジ
ー

ン
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
て
い
る
種
と
同
一

か
を
調
べ
る
も
の
。

　
　

現
在
は
30
ア
ー
ル

作
付
け
さ
れ
て
い
る

が
、
品
物
と
し
て
は
評

価
が
高
い
た
め
、
生

産
量
を
増
や
し
、
町

の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

広
め
た
い
。

【
問
】　

除
雪
費
を
補
正
し

た
が
、
昨
年
度
の
大
雪

を
踏
ま
え
、
除
雪
計
画

を
変
更
し
た
か
。

（
中
舘
文
雄
議
員
）

【
建
設
課
長
答
弁
】　

融

雪
剤
を
多
く
購
入
し
、

除
雪
機
械
の
リ
ー
ス

も
２
台
増
や
し
た
。

【
問
】　

消
防
の
資
格
取

得
促
進
事
業
だ
が
、

一
部
の
団
員
の
大
型

車
等
免
許
取
得
に
補

助
す
る
の
は
不
公
平

感
が
な
い
か
。

　
　

ま
た
、
大
型
免
許

等
が
必
要
な
車
両
を

配
備
す
る
必
要
は
あ

る
の
か
。

　
　

免
許 

取
得
直
後
に

退
団
し
た
場
合
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

（
中
舘
文
雄
議
員
）

【
総
務
課
長
答
弁
】　

大

型
の
車
両
が
あ
る
分

団
か
ら
優
先
的
に
補

助
し
た
い
。

　
　

個
人
資
格
の
た
め

２
分
の
１
補
助
と
し
、

免
許
取
得
後
の
活
動

確
約
と
守
ら
れ
な
い

場
合
の
補
助
金
返
還

に
つ
い
て
も
定
め
て

い
る
。

　
　

水
槽
付
き
ポ
ン
プ

自
動
車
を
配
備
す
る

分
団
に
は
、
第
一
線

で
の
活
動
や
管
理
な

ど
ご
苦
労
を
お
掛
け

す
る
が
、
町
全
体
や

地
区
の
消
防
力
を
考

え
て
配
備
し
て
い
る
。

■
平
成
25
年
度
一
般
会
計

（
歳
入
）

【
問
】　

県
の
滞
納
整
理

機
構
に
依
頼
し
、
納
付

さ
れ
た
滞
納
額
と
件

数
は
。

　
　

ま
た
、
町
営
住
宅
の

滞
納
額
が
増
え
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
る
の
か
。

（
中
舘
文
雄
議
）

【
税
務
課
長
答
弁
】　

滞

納
整
理
機
構
依
頼
の
徴

収
は
24
年
、
25
年
合

計
で
１
千
６
件
、
約

３
千
４
５
３
万
円
。

【
建
設
課
長
答
弁
】　

町

営
住
宅
は
24
年
度
ま

で
の
滞
納
繰
越
分
と

25
年
度
分
の
合
計
で

約
１
千
３
８
３
万
円

が
収
入
未
済
で
あ
る
。

　
　

高
額
滞
納
者
や
新

規
滞
納
者
を
増
や
さ

な
い
た
め
、
戸
別
訪

問
な
ど
強
化
し
た
い
。

【
問
】　

合
併
時
か
ら
２ 

千
人
ほ
ど
町
の
人
口

が
減
少
し
て
い
る
が
、

人
口
１
人
あ
た
り
に

対
す
る
地
方
交
付
税

の
算
定
額
は
。

（
工
藤
久
夫
議
員
）

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　

町
の
面
積
、
道
路
延

長
な
ど
算
定
基
準
は

様
々
あ
る
が
、
人
口
を

基
礎
数
値
と
し
た
部
分

の
地
方
交
付
税
額
は
、

現
在
、
１
人
あ
た
り
約

15
万
円
で
あ
る
。

　
　

人
口
減
少
は
地
方
交

付
税
額
に
大
き
く
影
響

す
る
。

■
平
成 

25 

年
度
一
般
会

計
（
総
務
費
）

【
問
】　

平
成
24
年
度
の

決
算
に
で
て
い
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
可
能
性
調
査
業

務
の
結
果
は
。

（
夏
堀
文
孝
議
員
）

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　

土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
に
委
託
し
た
小

水
力
発
電
の
可
能
性
調

査
の
結
果
は
、「
可
能

性
は
少
な
い
」
と
い
う

も
の
だ
っ
た
が
、
太
陽

光
等
を
合
わ
せ
た
場
合

の
可
能
性
に
つ
い
て
、

無
償
で
継
続
調
査
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

■
平
成
25
年
度
一
般
会
計

（
衛
生
費
）

【
問
】　

福
地
不
燃
物
処

理
場
の
閉
鎖
は
、
ど

の
よ
う
に
進
ん
で
い

る
か
。（

中
舘
文
雄
議
員
）

【
住
民
生
活
課
長
答
弁
】

　

昨
年
度
は
閉
鎖
対
策

調
査
設
計
、
平
成
26
年

度
は
閉
鎖
工
事
実
施
設

計
、
用
地
測
量
な
ど
を

進
め
、
平
成
27
年
度
の

工
事
着
手
に
向
け
て
進

め
て
い
る
。

　
　

工
事
完
了
後
、
２
カ

年
の
水
質
調
査
を
ク
リ

ア
す
る
と
閉
鎖
基
準
を

満
た
す
こ
と
と
な
る
。

【
決
算
特
別
委
員
会
】

水槽付きポンプ自動車水Ⅱ型（総重量約 10 トン）
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　◉  議案に対する主な質疑（第 59 回定例会）

　◉  第 58 回臨時会

【
問
】　

町
で
は
年
間
12

人
も
の
自
殺
者
が
あ

る
が
、
自
殺
予
防
事
業

で
見
落
と
し
て
い
る

部
分
が
あ
る
の
で
は
。

（
川
守
田
稔
議
員
）

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　

町
で
は
電
話
や
メ
ー

ル
な
ど
専
用
の
相
談
窓

口
を
設
け
て
い
る
が
、

自
殺
企
図
者
の
把
握
は

大
変
難
し
い
。

　
　

若
年
層
の
自
殺
率
が

高
く
、
町
の
年
間
自
殺

率
は
、
県
平
均
よ
り
5

割
ほ
ど
高
い
状
況
。　

　

現
在
、
大
学
と
協
力

し
て
自
殺
予
防
調
査
等

を
実
施
し
て
い
る
が
、

更
に
効
果
の
あ
る
方
法

に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。

■
平
成
25
年
度
一
般
会
計

（
農
林
水
産
業
費
）

【
問
】　

達
者
村
モ
デ
ル

事
業
だ
が
、
町
が
Ｐ
Ｒ

に
使
う
予
算
な
ど
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
全
て

任
せ
て
、
育
て
る
考
え

は
な
い
の
か
。

（
中
舘
文
雄
議
員
）

【
農
村
交
流
推
進
課
長
答

弁
】　

将
来
的
に
は
、
全

て
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
事
業
を
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
担
っ
て
い

た
だ
く
の
が
理
想
で

あ
る
。

　
　

設
立
し
て
間
も
な

い
が
、
行
政
と
し
て

支
援
で
き
る
と
こ
ろ

は
支
援
し
て
、
経
営

状
況
を
判
断
し
な
が

ら
進
め
た
い
。

■
平
成
25
年
度
一
般
会
計

（
土
木
費
）

【
問
】　

住
宅
新
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
だ
が
、

水
害
の
場
合
は
、
受
付

期
間
や
対
象
と
な
る

災
害
の
年
度
を
拡
充

す
る
な
ど
、
被
災
者
の

気
持
ち
に
配
慮
し
て

ほ
し
い
。

（
工
藤
正
孝
議
員
）

【
建
設
課
長
答
弁
】　

リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
の
災

害
に
つ
い
て
は
、
水
害

等
を
想
定
し
、
当
該
年

度
の
災
害
と
定
め
て

い
る
。

　
　

今
後
、
災
害
に
関
し

て
は
前
年
度
を
含
め

る
か
ど
う
か
検
討
し

た
い
。

■
平
成
25
年
度
農
林
漁

業
体
験
実
習
館
事
業

特
別
会
計

【
問
】　

チ
ェ
リ
ウ
ス
の

利
用
者
が
増
え
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
宿
泊

か
、
日
帰
り
か
。

　
　

ま
た
、
増
え
た
要
因

は
何
か
。

（
夏
堀
文
孝
議
員
）

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　

年
間
の
日
帰
り
客

は
４
万
人
で
、
宿
泊
客

は
２
千
３
８
７
人
。

　
　

要
因
は
、
ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
の
合
宿
に
よ
る

利
用
が
増
え
た
こ
と
。

※
一
般
質
問
は
次
の
ペ
ー

ジ
か
ら
掲
載
し
ま
す
。

■
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

改
正

▽
条
例
で
引
用
し
て
い
る

「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟

の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
」
の
名
称
が
変
更
さ
れ

る
こ
と
か
ら
改
正
し
た
。

■
情
報
通
信
利
用
環
境
整
備

推
進
工
事
の
請
負
契
約
を

締
結

▽
光
回
線
が
未
整
備
地
区
だ

っ
た
名
川
地
区
と
南
部
地

区
の
一
部
を
整
備
す
る
た

め
の
工
事
４
億
２
千
４
４

４
万
円
。

　

契
約
の
相
手
は
東
日
本
電

信
電
話
株
式
会
社
ビ
ジ
ネ

ス
＆
オ
フ
ィ
ス
営
業
推
進

本
部
青
森
法
人
営
業
部

門
。

■
基
幹
シ
ス
テ
ム
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
を
購
入

▽
町
の
住
基
シ
ス
テ
ム
、
税

シ
ス
テ
ム
等
の
基
幹
シ

ス
テ
ム
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

と
し
て
パ
ソ
コ
ン
、
磁

気
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
、

カ
ラ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー

を
購
入
。
売
買
代
金
は

６
４
７
万
４
千
６
０
０

円
。
契
約
の
相
手
は
株
式

会
社
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
。

■
水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
を
購
入

▽
南
部
第
５
分
団
に
配
備
す

る
水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
購
入
。
売
買
代

金
は
４
千
23
万
円
。
契
約

の
相
手
は
互
光
産
業
株
式

会
社
。

■
平
成
26
年
度
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
医
師
修
学
資
金
貸
付
事

業
に
対
し
、
当
初
の
見

込
み
以
上
の
申
し
込
み

が
あ
り
、
貸
付
者
を
２

名
と
決
定
し
た
た
め
、

不
足
す
る
１
名
分
の
貸

付
額
１
８
０
万
円
を
追

加
し
た
。

※
専
決
処
分
と
は
、
特
別

な
理
由
の
場
合
に
、
予

算
な
ど
議
会
の
承
認
等

が
必
要
な
事
項
を
町
長

の
権
限
で
決
定
す
る
こ

と
で
す
。
後
日
、
議
会

に
お
い
て
承
認
を
得
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
議
案

なんぶ議会だより

第
58
回
南
部
町
議
会
臨
時
会　

7
月
28
日 

　

第
58
回
臨
時
会
に
は
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の

報
告
、
条
例
の
一
部
改
正
、
工
事
請
負
契
約
、
財

産
の
取
得
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

条
　
例

契
　
約

専
決
処
分

財
産
取
得
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　◉　一　般　質　問
質　

問　

人
口
減
少
対
策

と
し
て
、
町
民
が
安
心
し

て
産
み
、
育
て
ら
れ
る
生

活
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
、
保
育
料
を
無
償
化

す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
答
弁　

町
内
の
３
保

育
園
に
係
る
経
費
は
左
下

の
表
の
と
お
り
で
、
保
護

者
負
担
の
保
育
料
は
約
３

割
を
占
め
る
。

　

合
併
に
よ
り
優
遇
さ
れ

て
い
た
地
方
交
付
税
も
平

成
28
年
度
か
ら
削
減
さ
れ

る
見
通
し
で
、
有
利
な
財

源
の
過
疎
債
や
合
併
特
例

債
も
平
成
32
年
度
で
終
了

す
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
く
る
。

　

保
育
園
の
無
償
化
を
実

施
し
、
財
政
事
情
に
よ
り

数
年
で
取
り
や
め
た
場
合
、

そ
の
後
の
保
護
者
に
対
し

て
不
公
平
と
な
る
た
め
、

恒
久
的
に
行
う
必
要
が
あ

る
。

　

そ
の
た
め
、
無
償
化
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
財
政

面
の
将
来
的
な
部
分
を
し

っ
か
り
検
討
し
、
判
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

少
子
高
齢
化
対
策
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
か
ら
若

者
の
定
住
促
進
に
力
を
入

れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
政
府
与
党
で
は

５
歳
児
か
ら
の
幼
児
教
育

無
償
化
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
て
い
る
と
い
う
報
道
も

あ
る
た
め
、
動
向
を
注
視

し
、
国
の
施
策
を
見
極
め

た
い
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
町

と
し
て
無
償
化
で
は
な
い

と
し
て
も
、
何
ら
か
の
軽

減
策
を
講
じ
て
い
け
る
の

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質　

問　

町
内
で
は
陥
没

な
ど
道
路
の
破
損
が
多
く

見
受
け
ら
れ
る
が
、
常
襲

的
に
破
損
を
繰
り
返
す
部

分
は
ど
の
程
度
、
確
認
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
補
修
は
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

町
長
答
弁　

町
道
の
定
期

パ
ト
ロ
ー
ル
は
週
１
回
実

施
し
て
お
り
、
担
当
課
以

外
の
職
員
に
も
通
勤
の
移

動
を
含
め
、
陥
没
、
亀
裂

な
ど
道
路
の
異
常
に
気
付

い
た
場
合
に
担
当
課
へ
連

絡
す
る
体
制
を
と
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
に
郵

便
局
と
町
に
お
い
て
、
町

民
の
命
と
安
全
を
守
る
た

め
の
情
報
提
供
に
関
す
る

協
定
を
定
め
、
道
路
の
異

常
に
関
す
る
情
報
提
供
も

お
願
い
し
て
い
る
。

　

町
道
は
、
舗
装
の
老
朽

化
に
よ
る
亀
裂
を
確
認
し
、

穴
埋
め
補
修
な
ど
緊
急
を

要
す
る
約
１
０
０
カ
所
を

補
修
し
た
ほ
か
、
年
３
回

ず
つ
、
舗
装
の
補
修
工
事

を
実
施
し
て
い
る
。

　

幹
線
道
路
で
全
体
的
に

舗
装
の
損
傷
が
著
し
い
路

線
は
、
工
事
費
も
大
き
く

な
る
こ
と
か
ら
、
補
助
事

業
及
び
県
営
事
業
等
に
よ

り
舗
装
改
修
し
て
い
る
。

　

道
路
の
補
修
、
舗
装
等

は
十
分
に
現
場
の
状
況
を

把
握
し
、
道
路
の
破
損
に

よ
る
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
、
適
切
な
維
持
管
理

に
努
め
た
い
。

　

担
当
課
の
パ
ト
ロ
ー
ル

で
把
握
で
き
な
い
部
分
も

あ
る
と
思
う
の
で
、
職
員

全
体
と
し
て
見
逃
さ
な
い

よ
う
に
し
た
い
。

人口減少対策と
して、保育園の
無償化を

こ
こ
が
聞
き
た
い
!

一
　
般
　
質
　
問

町
道
の
破
損
箇
所
の

確
認
と
補
修
に
つ
い
て

町内３保育園に要した経費と内訳
※ 金額と割合はおおよその数字です

平成 23 年度総支出額
　うち　町負担
　うち　保護者負担
　うち　国・県等負担

３億円
1 億 8 千万円

8 千万円
4 千万円

−　
60％
27％
13％

平成 24 年度総支出額
　うち　町負担
　うち　保護者負担
　うち　国・県等負担

2 億 9 千万円
1 億 7 千万円

8 千万円
4 千万円

−　
59％
28％
13％

平成 25 年度総支出額
　うち　町負担
　うち　保護者負担
　うち　国・県等負担

2 億 9 千万円
1 億 5 千万円

9 千万円
5 千万円

−　
52％
31％
17％

工藤  幸子  議員
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　◉　一　般　質　問
質　

問　

日
本
の
女
性
解

放
運
動
の
先
駆
者
と
し
て

生
涯
を
捧
げ
た
永
嶋
暢
子

氏
が
剣
吉
出
身
だ
と
い
う

こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
。

　

郷
土
の
誇 

り
と
し
て
広

く
知
ら
せ
る
活
動
を
す
る

べ
き
だ
と
思
う
が
、
町
の

考
え
は
。

町
長
答
弁
　
南
部
町
剣
吉

出
身
の
永
嶋
暢
子
さ
ん
は
、

明
治
30
年
に
剣
吉
に
生
ま

れ
、
上
京
し
て
女
性
解
放

運
動
に
参
加
し
、
大
正
、

昭
和
初
期
の
社
会
運
動
家

と
し
て
活
動
さ
れ
た
方
と

案
内
や
車
椅
子
の
方
へ
の

介
助
な
ど
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

改
善
す
べ
き
点
は
、
週

１
回
、
各
部
署
の
代
表
者

で
構
成
す
る
連
絡
会
議
を

開
催
し
、
利
用
者
か
ら
の

ご
意
見
や
ご
要
望
、
改
善

す
べ
き
こ
と
な
ど
を
協
議

し
て
い
る
。

　

開
設
か
ら
間
も
な
く
、

町
民
の
方
々
が
戸
惑
う
部

分
が
多
い
と
思
う
た
め
、

案
内
や
応
接
な
ど
は
、
気

配
り
す
る
よ
う
心
掛
け
て

取
り
組
み
た
い
。

質　

問　

防
災
訓
練
は
、

如
来
堂
川
の
増
水
で
名
川

中
学
校
か
ら
医
療
健
康
セ

ン
タ
ー
ま
で
の
区
間
の
道

路
が
冠
水
し
た
こ
と
を
想

定
し
、
ど
の
よ
う
に
訓
練

さ
れ
た
の
か
。

　

ま
た
、
訓
練
の
結
果
、

認
識
し
て
い
る
。

　

永
嶋
さ
ん
を
偲
び
、
八

戸
市
で
行
わ
れ
た
供
養
と

顕
彰
碑
の
除
幕
式
に
は
、

副
町
長
が
出
席
し
た
。

　

町
で
は
、
名
川
中
学
校

町
民
図
書
室
に
永
嶋
暢
子

さ
ん
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
著
書
を
展
示
、
紹

介
し
て
い
る
。

　

活
動
内
容
や
評
価
を
含

め
、
町
と
し
て
の
特
別
な

扱
い
は
考
え
て
い
な
い
が
、

個
人
的
に
は
そ
う
い
う

方
々
の
活
動
も
あ
り
、
今

日
の
男
女
平
等
や
共
同
参

画
の
基
に
な
っ
た
部
分
も

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

質　

問　

医
療
健
康
セ
ン

タ
ー
が
開
設
し
て
４
ヶ
月

経
過
し
た
が
、
待
合
室
の

使
い
勝
手
や
給
水
器
の
有

無
、
各
診
察
室
等
へ
の
移

動
な
ど
、
お
年
寄
り
の
患

見
え
た
課
題
が
あ
れ
ば
お

答
え
願
う
。

町
長
答
弁
　
防
災
訓
練
は
、

冠
水
区
域
を
回
避
し
た
経

路
を
想
定
し
た
、
地
元
小
・

中
学
校
の
児
童
生
徒
に
よ

る
避
難
訓
練
と
緊
急
車
両

の
運
用
訓
練
。
大
規
模
災

害
を
想
定
し
た
、
倒
壊
家

屋
か
ら
の
救
助
訓
練
。
自

主
防
災
組
織
に
よ
る
情
報

収
集
、
応
急
救
護
、
初
期

消
火
、
炊
き
出
し
の
訓
練
。

町
の
災
害
対
策
本
部
及
び

現
地
対
策
本
部
の
設
置
、

運
用
訓
練
。
各
防
災
関
係

機
関
に
よ
る
展
示
体
験
コ

ー
ナ
ー
な
ど
、
防
災
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
を
目
的

者
が
戸
惑
う
部
分
が
多
い

と
聞
く
。

　

ま
た
、
行
政
手
続
き
に

来
た
方
が
健
康
セ
ン
タ
ー

で
は
な
く
、
医
療
セ
ン
タ

ー
の
病
院
窓
口
に
進
む
な

ど
、
わ
か
り
に
く
い
部
分

も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

改
善
す
べ
き
点
な
ど
を

ど
の
よ
う
に
点
検
し
て
い

る
の
か
。

町
長
答
弁
　
診
察
や
会
計

な
ど
の
待
合
室
に
は
、
ベ

ン
チ
タ
イ
プ
の
椅
子
を
設

置
し
て
い
る
。

　

現
在
、
旧
名
川
病
院
の

よ
う
な
畳
の
休
憩
ス
ペ
ー

ス
は
設
け
て
い
な
い
が
、

子
ど
も
や
高
齢
者
が
休
憩

で
き
る
よ
う
な
場
所
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
給
水
設
備
は
オ

ー
プ
ン
当
初
設
置
し
て
い

な
か
っ
た
が
、
利
用
者
か

ら
の
要
望
を
受
け
、
外
来

待
合
室
に
無
料
の
冷
水
器

を
設
置
し
て
い
る
。

　

施
設
内
の
案
内
に
つ
い

て
は
、
案
内
板
を
追
加
設

置
し
た
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
の
協
力
で
施
設

に
、
医
療
健
康
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
実
施
し
た
。

　

課
題
だ
が
、
災
害
時
に

は
地
域
住
民
に
よ
る
共
助
、

助
け
合
い
が
重
要
で
、
そ

の
中
核
を
担
う
自
主
防
災

会
組
織
の
世
帯
カ
バ
ー
率

が
現
在
の
67
・
１
％
か
ら

１
０
０
％
に
な
る
よ
う
働

き
掛
け
、
町
内
会
等
を
含

め
て
、
情
報
伝
達
や
避
難

の
あ
り
方
な
ど
の
訓
練
を

重
ね
た
い
。

　

ま
た
、
訓
練
で
冠
水
想

定
区
域
と
し
た
広
場
か
ら

虎
渡
ま
で
の
町
道
は
、
冠

水
の
恐
れ
が
あ
り
、
整
備

や
改
良
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
る
。

剣
吉
出
身
の

永
嶋
暢
子
氏

を
広
く
知
ら

せ
る
考
え
は

医
療
健
康
セ
ン

タ
ー
の
開
設
か

ら
４
ヶ
月
の
現

状
は

町
の
防
災
訓
練

の
想
定
内
容
と

訓
練
に
よ
っ
て

見
え
た
課
題

なんぶ議会だより

初期消火訓練（バケツリレー）

立花  寛子  議員
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町の財政運営計画
平成 27 年度から 10 年間の期
間を定め、健全な財政運営を
図ることを目的に策定する長
期的予算計画。（各年度の歳入
歳出見込額を推計したもので、
計画的な事業執行を図るため
策定するもの。）

質　

問　

い
じ
め
に
よ
る

自
殺
の
報
道
を
目
に
す
る

が
、
若
い
人
た
ち
に
は
命

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

　

ス
マ
ー 

ト
フ
ォ
ン
な
ど

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲

示
板
へ
の
書
き
込
み
や
言

葉
、
態
度
に
よ
る
い
じ
め

に
つ
い
て
、
町
当
局
は
実

態
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
い
じ
め
を
防
止

す
る
対
策
、
活
動
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
質

問
す
る
。

教
育
長
答
弁
　
い
じ
め
の

実
態
把
握
は
、
町
内
各
小
・

中
学
校
で
定
期
的
に
全
て

の
児
童
・
生
徒
に
対
し
、

教
育
相
談
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
を
実
施
し
て
早
期

発
見
に
努
め
て
い
る
。

　

本
人 

や
保
護
者
の
訴
え

な
ど
も
含
め
、
発
見
さ
れ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
教

質　

問　

合
併
で
上
乗
せ

さ
れ
て
い
た
普
通
交
付
税

が
平
成
28
年
度
か
ら
５
年

で
段
階
的
に
削
減
さ
れ
る

と
報
道
等
が
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
影
響
を
町
当
局

は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
る
の
か
。

　

ま
た
、
削
減
に
よ
り
町

の
予
算
配
分
等
も
変
更
さ

れ
る
と
思
う
が
、
事
業
の

継
続
、廃
止
、新
規
等
含
め
、

そ
れ
ら
の
取
捨
選
択
に
対

す
る
基
本
的
な
考
え
方
を

お
答
え
願
う
。

町
長
答
弁
　
普
通
交
付
税

は
合
併
算
定
替
の
適
用
期

間
終
了
に
よ
り
、
平
成
28

年
度
か
ら
平
成
32
年
度
の

５
年
間
で
段
階
的
に
削
減

さ
れ
、
平
成
33
年
度
か
ら

本
来
の
交
付
額
と
な
る
。

　

合
併
算
定
替
に
つ
い
て

簡
単
に
説
明
す
る
と
、
３

育
委
員
会
へ
報
告
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
保
護

者
か
ら
直
接
、
教
育
委
員

会
が
相
談
を
受
け
る
場
合

も
あ
る
。

　

各
小
・
中
学
校
か
ら
四

半
期
ご
と
に
い
じ
め
や
不

良
行
為
な
ど
を
含
め
た
生

徒
指
導
状
況
報
告
を
受
け

て
お
り
、
本
年
度
の
第
１

期
分
の
報
告
で
は
、
い
じ

め
の
実
態
は
な
い
と
の
報

告
を
受
け
て
い
る
。

　

対
策
だ
が
「
い
じ
め
防

止
対
策
推
進
法
」
に
伴
っ

て
各
小
・
中
学
校
で
基
本

方
針
を
策
定
し
て
い
る
ほ

か
、
学
校
内
に
い
じ
め
防

止
委
員
会
を
組
織
し
て
、

い
じ
め
の
早
期
発
見
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

携
帯
電
話
に
よ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
い
じ

め
対
策
と
し
て
は
、
保
護

者
が
児
童
生
徒
に
携
帯
電

話
を
持
た
せ
る
事
情
を
考

慮
し
、
参
観
日
な
ど
の
機

町
村
が
合
併
し
て
１
つ
の

町
に
な
っ
た
が
、
交
付
税

を
計
算
す
る
に
あ
た
り
旧

３
町
村
分
の
自
治
体
基
礎

額
を
特
別
に
10
年
間
維
持

す
る
と
い
う
も
の
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
２
町

村
分
の
自
治
体
基
礎
額
が

減
っ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ

で
、
現
在
は
約
56
億
か
ら

57
億
円
だ
が
、
平
成
28
年

度
か
ら
約
10
億
５
千
万
円

が
５
年
間
で
削
減
さ
れ
る

見
通
し
。

　

普
通
交
付
税
が
減
額
さ

れ
て
も
必
要
不
可
欠
な
事

業
が
あ
る
場
合
は
、
基
金

を
活
用
し
て
急
激
な
変
化

の
緩
和
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
の
懸
念
と
し

て
は
、
普
通
交
付
税
削
減

が
終
わ
る
平
成
32
年
度
に

は
、
過
疎
対
策
事
業
債
や

合
併
特
例
債
と
い
う
有
利

な
財
源
の
事
業
も
終
了
す

る
見
通
し
で
あ
る
。

会
に
注
意
喚
起
を
行
う
ほ

か
、
専
門
家
を
講
師
に
迎

え
て
の
研
修
会
も
開
催
し

て
い
る
。

　

い
じ
め
の
サ
イ
ン
を
見

逃
さ
な
い
よ
う
、
ど
の
学

校
も
教
育
相
談
や
ア
ン
ケ

ー
ト
等
の
調
査
を
定
期
的

に
実
施
し
て
い
る
が
、
特

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

い
じ
め
は
学
校
や
保
護
者

の
目
に
触
れ
に
く
く
、
発

見
し
に
く
い
こ
と
か
ら
、

学
校
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
、
児
童
生
徒

へ
の
指
導
と
保
護
者
へ
の

啓
発
活
動
を
よ
り
充
実
さ

せ
た
い
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後

の
事
業
は
財
政
運
営
計
画

を
基
に
実
施
し
、
新
規
事

業
は
必
要
性
、
緊
急
性
、

効
果
等
を
考
慮
し
、
継
続

事
業
は
内
容
を
再
点
検
し

て
継
続
、
縮
小
、
廃
止
の

検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

暗
い
話
と
な
っ
た
が
、

そ
う
い
う
事
態
も
想
定
し

て
、
こ
れ
ま
で
に
基
金
を

増
額
し
て
き
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
絶
対
に
必
要
な
事
は
、

し
っ
か
り
と
基
金
を
活
用

し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

小
・
中
学
校
の
「
い
じ
め
」

に
つ
い
て

合
併
で
上
乗
せ
さ
れ
て
い
た

普
通
交
付
税
の
削
減

河門前  正彦  議員

川守田  稔  議員
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質　

問　

社
会
情
勢
や
町

を
取
り
巻
く
環
境
変
化
に

合
わ
せ
、
町
営
事
業
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

①
取
り
扱
い
数
量
が
減
少

す
る
町
営
市
場
の
今
後
の

運
営
方
針
と
課
題
。

②
民
間
の
福
祉
事
業
が
充

実
す
る
が
、
今
後
の
老
健

な
ん
ぶ
の
管
理
運
営
方
針

な
ど
課
題
は
何
か
。

③
公
共
施
設
に
お
け
る
指

定
管
理
者
の
固
定
化
は
、

様
々
な
弊
害
が
あ
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
民
間

移
譲
を
含
め
た
管
理
上
の

課
題
は
何
か
。

町
長
答
弁
　
①
町
営
市
場

は
地
域
の
強
い
要
望
を
受

け
て
開
設
し
、
平
成
３
年

に
は
44
億
円
を
取
り
扱
う

地
域
の
拠
点
と
し
て
飛
躍

し
て
き
た
。

　

近
年
は
、
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
に
よ
り
、
平
成

15
年
度
と
平
成
25
年
度

の
比
較
で
は
出
荷
者
数

が
３
千
６
９
６
人
か
ら

２
千
６
５
６
人
に
、
販
売

額
は
31
億
円
か
ら
27
億
円

と
減
少
し
て
い
る
が
、
生

産
者
１
人
あ
た
り
の
年
間

販
売
額
は
約
20
万
円
増
額

し
て
お
り
、
比
較
的
規
模

の
大
き
い
農
家
の
利
用
が

多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
の
方
向
性
だ
が
、

町
営
市
場
が
地
域
に
密
着

し
た
流
通
の
拠
点
と
し
て

社
会
的
役
割
を
果
た
し
て

い
く
た
め
、
新
規
の
出
荷

者
の
獲
得
に
引
き
続
き
取

り
組
み
た
い
。

　

課
題
と
し
て
は
、
国
道

と
の
接
続
や
建
物
の
老
朽

化
が
あ
り
、
総
合
的
な
対

策
を
考
え
た
い
。

②
老
健
な
ん
ぶ
は
、
一
般

質
問
以
外
で
も
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
や
運
営

に
関
し
て
質
問
を
受
け
て

い
る
が
、
既
存
の
施
設
で

収
入
の
増
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
考
え
、

改
善
を
図
り
た
い
。

　

今
後
の
管
理
運
営
だ

が
、
現
段
階
で
は
、
協
力

病
院
と
の
連
携
を
密
に

し
、
入
所
者
の
健
康
維
持

や
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め

た
い
。

　

長
期
的
に
は
将
来
を
見

据
え
て
管
理
の
方
向
性
も

考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
、

医
師
の
医
学
的
知
見
で
回

復
の
見
込
み
が
な
い
と
判

断
さ
れ
た
方
が
、
残
さ
れ

た
時
間
を
家
族
と
と
も
に

穏
や
か
に
過
ご
す
た
め
の

「
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
」
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
ま
す

ま
す
役
割
が
大
き
く
な
る

と
考
え
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
施
設

収
入
を
見
込
む
に
は
安
定

し
た
入
所
者
数
の
確
保
が

必
要
だ
が
、
臨
時
職
員
の

確
保
が
難
航
し
て
い
る
。

　

業
務
に
支
障
を
来
す
恐

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早

急
に
改
善
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
、
南
部
病

院
と
共
用
し
て
い
る
ボ
イ

ラ
ー
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

浄
化
槽
な
ど
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
双
方
で
話
し
合
い

を
進
め
て
い
る
。

③
総
合
振
興
計
画
で
は
外

部
委
託
の
展
開
に
よ
る
行

政
の
ス
リ
ム
化
、
簡
素
で

計
画
的
・
効
率
的
な
行
政

運
営
に
努
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

民
間
へ
の
委
託
な
ど
を

す
る
際
に
は
、
行
政
、
民

間
、
住
民
の
役
割
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

法
的
責
任
が
伴
い
民
間
委

託
が
難
し
い
も
の
も
あ

る
。

　

一
方
、
施
設
管
理
な
ど

可
能
な
も
の
は
、
サ
ー
ビ

ス
水
準
の
維
持
や
費
用
対

効
果
、
雇
用
確
保
な
ど
の

観
点
に
よ
る
判
断
が
必
要

と
な
る
。

　

民
間
委
託
・
移
譲
に
あ

た
り
、
町
は
地
元
の
方
を

中
心
に
雇
用
す
る
が
、
現

在
の
方
々
が
職
を
失
う
こ

と
に
な
ら
な
い
よ
う
な
交

渉
も
必
要
と
な
る
。

　

今
後
は
、
指
定
管
理
を

含
め
、
民
間
委
託
・
移
譲

に
よ
っ
て
良
い
効
果
が
見

込
め
る
施
設
等
も
あ
る
た

め
、
委
託
先
に
も
配
慮
し

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

なんぶ議会だより

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た

町
営
事
業
の
運
営
を

中舘  文雄  議員

リンゴの競売（せり）の様子（町営市場）
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質　

問　

今
後
の
急
激
な

人
口
減
少
へ
の
対
策
は
①

子
育
て
②
老
後
③
消
費
④

介
護
⑤
医
療
⑥
ま
ち
づ
く

り
⑦
働
き
方
⑧
産
業
な
ど

あ
ら
ゆ
る
社
会
の
仕
組
み

に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
よ

う
な
右
肩
上
が
り
の
経
済
、

人
口
増
加
と
は
発
想
も
目

標
も
変
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

町
の
政
策
を
考
え
る
と

４
年
ご
と
の
短
期
的
な
事

案
に
目
が
行
き
、
長
期
的

な
視
点
で
の
議
論
が
足
り

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

町
民
目
線
で
未
来
に
希
望

の
持
て
る
政
策
の
具
体
化

を
町
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

町
長
答
弁
　
人
口
減
少
を

抑
制
す
る
政
策
、
人
口
減

少
と
い
う
現
実
を
受
け
入

れ
、
そ
の
中
で
も
希
望
を

持
て
る
町
に
す
る
政
策
、

こ
の
２
つ
の
立
案
と
実
践

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

　

人
口
減
少
の
抑
制
策
だ

が
、
子
育
て
や
教
育
環
境

の
向
上
政
策
と
し
て
、
多

様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
、
乳
幼
児
医
療
費
の
支

給
、
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ

ス
運
賃
の
無
料
化
、
ク
ラ

ブ
活
動
の
大
会
出
場
へ
の

助
成
な
ど
町
民
の
負
担
軽

減
に
努
め
て
き
た
。

　

産
業
で
は
、
奨
学
金
貸

付
制
度
や
新
規
就
農
者
支

援
事
業
、
八
戸
圏
域
定
住

自
立
圏
に
お
け
る
産
業
振

興
や
働
く
場
の
確
保
、
空

き
家
バ
ン
ク
の
構
築
な
ど
、

地
元
定
着
率
の
向
上
に
努

め
て
い
る
。

　

何
を
差
し
置
い
て
も
、

人
口
減
少
の
抑
制
に
は
出

生
率
の
回
復
が
最
優
先
と

考
え
て
お
り
、
更
な
る
支

援
策
を
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

　

も
う
一
つ
の
人
口
減
少

を
受
け
入
れ
た
中
で
希
望

を
持
て
る
政
策
だ
が
、
異

論
も
あ
る
か
と
思
う
が
、

今
の
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス

は
多
岐
に
わ
た
り
拡
大
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　

住
民
満
足
度
を
高
め
る

こ
と
は
重
要
だ
が
、
経
費

が
増
え
、
財
政
的
に
厳
し

い
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

整
理
や
重
点
化
を
図
り
、

住
民
と
町
と
の
協
働
に
よ

る
新
し
い
形
の
構
築
も
選

択
肢
の
一
つ
と
考
え
る
。

　

助
成
金
な
ど
金
銭
的
な

サ
ー
ビ
ス
は
う
れ
し
い
部

分
も
あ
る
と
思
う
が
、
子

ど
も
た
ち
の
代
の
財
政
も

考
慮
し
、
金
銭
的
で
は
な

い
が
、
住
民
活
動
を
支
援

で
き
る
事
業
に
も
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

合
併
に
よ
る
財
政
優
遇

も
あ
っ
た
が
、
基
金
に
は

手
を
付
け
ず
に
積
み
立
て

し
、
職
員
数
も
五
十
数
名

削
減
し
た
。

　

そ
し
て
、
財
政
調
整
基

金
を
合
併
時
の
約
20
億
円

弱
か
ら
約
82
億
円
ま
で
増

や
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

将
来
的
に
は
、
公
共
施

設
、
小
中
学
校
な
ど
大
型

公
共
工
事
が
予
測
で
き
る

た
め
、
必
要
な
時
に
有
効

活
用
し
た
い
。

質　

問　

４
年
前
に
発
行

さ
れ
た
三
菱
総
合
研
究
所

主
任
研
究
員
の
奥
村
隆
一

さ
ん
の
著
書
を
読
む
と
、

今
後
の
町
の
取
り
組
む
べ

き
課
題
が
見
え
る
と
思
う
。

　

町
が
参
考
に
す
べ
き
点

と
町
長
が
判
断
す
べ
き
事
、

役
場
の
役
職
者
が
や
る
べ

き
事
、
一
般
職
員
が
考
え

る
べ
き
こ
と
は
何
か
。

町
長
答
弁
　
序
章
の
「
社

会
情
勢
に
よ
り
少
し
ず
つ

制
度
設
計
を
変
え
た
た
め
、

制
度
が
複
雑
に
な
り
、
分

か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

複
雑
化
し
た
制
度
を
単
純

に
分
か
り
や
す
く
し
、
透

明
化
に
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
求
め
れ
ば
、
良
好
な

制
度
運
用
が
で
き
る
㊟
」

の
部
分
が
共
感
で
き
る
。

　

子
育
て
世
代
、
高
齢
者

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
で

最
重
要
な
課
題
は
違
う
が
、

町
長
は
優
先
度
と
将
来
の

方
向
性
を
示
し
、
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　

変
化
は
痛
み
を
伴
う
が
、

良
好
な
社
会
を
築
く
好
機

と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

合
併
の
変
化 

で
町
民
の

皆
さ
ん
は
不
慣
れ
に
感
じ

た
部
分
が
あ
っ
た
と
思
う

が
、
色
々
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
１
つ
の

町
と
し
て
の
将
来
を
構
築

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

役
場
の
役
職
者
は
、
町

が
現
在
保
有
す
る「
人
、物
、

資
産
」
を
ど
の
よ
う
に
活

用
し
、
満
足
度
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
の

か
を
職
員
と
と
も
に
考
え
、

展
開
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　

一
般
職
員
は
、
業
務
が

高
度
化
、
複
雑
化
す
る
中

で
人
員
削
減
も
進
む
が
、

住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め

に
能
力
を
高
め
る
意
識
を

持
っ
て
従
事
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
我
慢
し
て
い
だ
だ

く
部
分
も
あ
り
、
更
に
地

方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る

見
通
し
だ
が
、
大
き
な
負

担
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な

ら
な
い
よ
う
、
現
在
蓄
え

て
い
る
基
金
を
活
用
し
な

が
ら
取
り
組
み
た
い
。

㊟
引
用
し
た
部
分
は
要
約

　

し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
と

　

長
期
的
な
政
策
の
あ
り
方

奥村隆一氏の
「図解人口減少
経済早わかり」
を読んで

工藤  久夫  議員
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現
在
町
が
策
定

中
の
第
６
期
（
２
０
１
５

年
～
２
０
１
７
年
）
の
高

齢
者
福
祉
計
画
、
介
護
保

険
事
業
計
画
等
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
質
問

す
る
。

　

八
戸
市
の 

介
護
保
険
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
７
割
が
在

宅
で
の
介
護
を
希
望
す
る

が
、
南
部
町
は
ど
う
か
。

町
長
答
弁
　
平
成
27
年
度

か
ら
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
が
実
施
さ
れ
る
が
、

現
在
は
第
５
期
計
画
の
実

績
取
り
ま
と
め
や
第
６
期

計
画
の
推
計
、
策
定
委
員

の
選
考
を
し
て
い
る
段
階

で
あ
る
。

　

現
在
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
に
向
け
て
準
備
を
し

て
い
る
状
況
で
、
厚
生
労

働
省
が
示
す
日
常
生
活
圏

域
ニ
ー
ズ
調
査
票
例
を
基

に
、
近
隣
自
治
体
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
参
考
と
し
た
町

独
自
の
調
査
票
を
９
月
中

に
対
象
者
へ
発
送
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

質　

問　

在
宅
介
護
の
希

望
が
多
い
中
「
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
」
を
提

供
す
る
事
業
所
が
八
戸
市

に
は
10
施
設
あ
る
が
、
南

部
町
の
現
状
と
今
後
の
計

画
は
。

町
長
答
弁
　
現
在
、
当
町

に
は
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
施
設
は
な
い
が
、

訪
問
看
護
を
一
体
的
に
提

供
す
る
複
合
型
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
施
設
が
１
施

設
あ
る
。

　

在
宅
で
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
と
複

合
型
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
、

訪
問
介
護
、
訪
問
入
浴
介

護
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
な
ど
が
あ
る
。

　

通
所
す
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
は
、通
所
介
護
、

通
所
リ
ハ
ビ
リ
が
あ
り
、

ま
た
、
短
期
間
の
宿
泊
が

で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
短
期
入
所
生
活
介

護
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
認
知
症

の
方
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
は
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）
や
認
知
症
対

応
型
通
所
介
護
な
ど
が
あ

る
。

　

平
成
25
年
度
の
介
護

給
付
費
の
総
額
は
約

23
億
２
千
万
円
で
、
う
ち

約
８
億
３
千
万
円
が
通

所
型
の
サ
ー
ビ
ス
、
約

14
億
９
千
万
円
が
在
宅
型

の
サ
ー
ビ
ス
で
、
在
宅
型

の
中
で
は
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）
の
割
合
が
最

も
多
く
、
次
い
で
通
所
介

護
、
訪
問
介
護
と
な
っ
て

い
る
。

　

第
６
期
計
画
は
、
平
成

25
年
度
の
実
績
及
び
推

計
、
今
後
実
施
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
反
映
さ
せ

て
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
計
画
と
し
た
い
。

質　

問　

一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
病
気
等
で
突
然

倒
れ
た
場
合
の
町
の
対
応

や
今
後
の
計
画
は
。

町
長
答
弁
　
町
で
は
要
援

護
者
台
帳
を
整
備
し
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

な
ど
、
支
援
が
必
要
な
方

を
把
握
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

て
、
高
齢
者
の
把
握
や
相

談
を
受
け
て
お
り
、
民
生

委
員
や
ほ
の
ぼ
の
交
流
協

力
員
と
高
齢
者
の
情
報
を

共
有
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
生
活
協
同
組

合
コ
ー
プ
あ
お
も
り
や
近

隣
の
郵
便
局
と
高
齢
者
の

見
守
り
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。

　

実
際
に
、
高
齢
者
が
病

気
や
ケ
ガ
等
で
生
活
が
困

難
な
場
合
は
、
同
居
し
て

い
な
い
家
族
の
意
向
を
確

認
し
、
地
域
ケ
ア
会
議
や

医
療
連
携
会
議
な
ど
で
調

整
し
、
軽
度
生
活
援
助
や

配
食
サ
ー
ビ
ス
、
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
高
齢
者

を
支
援
す
る
体
制
を
と
っ

て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
高
齢
者
の

状
況
に
合
っ
た
支
援
が
で

き
る
よ
う
努
め
た
い
。

質　

問　

い
つ
ま
で
も
元

気
で
暮
ら
す
た
め
の
生
活

支
援
、
介
護
予
防
事
業
等

に
関
す
る
町
の
取
り
組
み

と
今
後
の
計
画
は
。

町
長
答
弁
　
介
護
予
防
事

業
は
、
元
気
な
高
齢
者
を

対
象
に
生
活
機
能
の
維
持
・

向
上
に
取
り
組
む
一
次
予

防
と
、
要
介
護
状
態
等
の

予
防
や
要
支
援
状
態
の
軽

減
も
し
く
は
悪
化
の
予
防

の
た
め
の
二
次
予
防
を
実

施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
機
関

と
連
携
し
、
高
齢
者
が
住

み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
を
継
続
し
て
い
く

た
め
に
、
心
身
の
状
況
や

生
活
の
実
態
を
幅
広
く
把

握
し
て
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な

提
供
が
で
き
る
よ
う
、
支

援
し
て
い
る
。

　

第
６
期
計
画
で
は
特

に
、
地
区
の
集
会
施
設
を

活
用
し
、
地
域
主
導
型
の

介
護
予
防
事
業
の
実
施
と

地
域
住
民
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
高
齢
者
の
見
守
り

に
関
す
る
情
報
の
共
有
体

制
づ
く
り
を
盛
り
込
ん
で

い
き
た
い
。

なんぶ議会だより

策
定
中
の
高
齢
者
福
祉
や

　
　

介
護
等
の
計
画
に
つ
い
て

八木田  憲司  議員

からだ元気教室の様子（介護予防事業）
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質　

問　

今
年
は
春
先
か

ら
天
候
も
穏
や
か
で
、
霜

の
害
も
な
く
、
果
樹
農
家

も
順
調
か
と
思
っ
て
い
た

が
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
収
穫

不
足
、
梅
は
豊
作
貧
乏
で

近
年
に
な
い
経
営
危
機
だ

と
聞
く
。

　

今
年
前
半
の
町
内
農
家

の
収
入
や
経
済
状
況
に
つ

い
て
町
は
ど
の
よ
う
に
認

識
し
、
対
策
は
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長
答
弁
　
サ
ク
ラ
ン
ボ

に
関
し
て
は
、
４
月
中
旬

の
凍
霜
害
に
よ
る
花
芽
へ

の
影
響
が
心
配
さ
れ
た

が
、
６
月
上
旬
に
実
施
し

た
作
柄
調
査
で
は
ほ
ぼ
平

年
並
み
の
着
果
率
で
あ
っ

た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
天

候
の
変
化
に
よ
り
果
実
の

裂
果
が
見
ら
れ
、
良
質
な

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収
量
が
伸

び
ず
、
販
売
額
が
低
下
し

た
と
考
え
て
い
る
。

　

梅
に 

関
し
て
は
、
全

国
的
に
豊
作
で
あ
っ
た
こ

と
と
、
天
候
に
よ
る
品
質

低
下
に
よ
り
販
売
額
に
大

き
な
影
響
が
で
た
と
推
測

さ
れ
る
。

　

サ
ク
ラ
ン
ボ
、
梅
等
の

特
産
果
樹
に
つ
い
て
は
、

雨
よ
け
ハ
ウ
ス
、
選
果
機

の
導
入
、
優
良
品
種
へ
の

改
植
等
、
防
霜
フ
ァ
ン
、

防
風
網
の
整
備
導
入
な

ど
、
現
在
進
め
る
果
樹
生

産
基
盤
の
強
化
策
を
さ
ら

に
継
続
し
た
い
。

　

そ
れ
に
加
え
、
農
家
の

方
々
か
ら
の
要
望
を
県
や

町
の
事
業
に
反
映
さ
せ
、

安
定
生
産
、
コ
ス
ト
の
縮

減
、収
量
の
確
保
に
よ
り
、

所
得
向
上
と
産
地
形
成
を

図
り
た
い
。

質　

問　

農
業
の
６
次
産

業
化
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
久
し
い
が
、
町
内

を
見
回
し
て
も
、
他
の
地

域
に
胸
を
張
っ
て
成
功
だ

と
言
え
る
事
例
は
少
な

い
。

　

後
継
者
と
な
る
若
手
農

家
が
夢
と
希
望
を
持
て
る

事
例
が
な
け
れ
ば
、
地
域

の
活
性
化
が
期
待
で
き
な

い
と
思
う
が
、
今
後
、
力

を
入
れ
る
施
策
は
何
か
。

町
長
答
弁
　
農
林
水 

産

省
で
は
、
雇
用
と
所
得
を

確
保
し
、
若
者
や
子
ど
も

が
集
落
に
定
住
で
き
る
社

会
を
構
築
す
る
た
め
、
農

林
漁
業
生
産
と
加
工
・
販

売
の
一
体
化
に
よ
る
地
域

資
源
を
活
用
し
た
新
た
な

産
業
の
創
出
を
促
進
す
る

６
次
産
業
化
を
進
め
る
。

　

町
内
で
は
、
３
事
業
者

が
「
六
次
産
業
化
・
地
産

地
消
法
」
に
基
づ
く
国
の

認
定
を
受
け
て
い
る
。

　

事
業
と
し
て
成
功
す
る

た
め
に
は
、確
か
な
商
品
、

販
路
の
確
保
が
必
要
で
、

農
・
商
・
工
連
携
に
よ
る

新
た
な
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
を

創
出
し
、
も
う
か
る
農
林

水
産
業
の
実
現
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

町
は
、
農
家
が
少
し
で

も
多
く
起
業
す
る
こ
と

は
、
競
争
力
あ
る
農
家
の

育
成
・
確
保
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

今
、
若
手
農
家
が
、
名

久
井
農
業
高
等
学
校
と
協

力
し
て
南
部
太
ネ
ギ
の
栽

培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

鍋
条
例
と
と
も
に
Ｐ
Ｒ
す

る
な
ど
、
町
の
ブ
ラ
ン
ド

に
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、 

加
工
し
て
パ
ッ

ク
入
り
の
ジ
ュ
ー
ス
が
作

れ
る
移
動
式
の
加
工
施
設

導
入
に
も
取
り
組
む
と
し

て
お
り
、
国
内
に
は
機
械

が
無
く
、
制
度
上
も
認
め

ら
れ
な
い
た
め
、
特
区
申

請
を
す
る
と
聞
い
て
い

る
。

　

私
は
、 

意
欲
の
あ
る
人

た
ち
を
後
押
し
し
、
な
ん

と
か
国
内
で
最
初
に
導
入

で
き
れ
ば
と
考
え
、
関
係

各
所
に
働
き
か
け
て
い

る
。

町
の
農
家
の
経
営
状
況
と

　

６
次
産
業
化
な
ど
の
農
業
活
性
化
策

６
次
産
業
化

な
ど
若
手
農

家
が
希
望
を

持
て
る
施
策

町の若手・中堅農家（農産物等ギフトカードＰＲ時の写真です。）

根市  勲  議員
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　◉　議会活動報告など

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、

商
工
会
女
性
部
の
皆
さ
ま
が

議
会
傍
聴
に
お
出
で
く
だ
さ

っ
た
こ
と
や
、
福
地
小
学
校

の
児
童
が
社
会
見
学
の
一
環

と
し
て
議
場
を
見
学
し
た
こ

と
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

議
会
の
様
子
が
町
民
の
皆

さ
ま
に
伝
わ
る
よ
う
、
こ
の
議

会
だ
よ
り
の
編
集
に
努
め
て

お
り
ま
す
が
、
時
間
を
作
っ

て
い
た
だ
き
、
議
場
に
お
い

て
直
接
、
審
議
の
熱
を
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

副
委
員
長　

夏
堀　

文
孝　

記

編

集

後

記

三戸郡町村議会議員研修

県の「攻めの農林水産業」につい
て勉強しました。　　　 （10月21日）
　三戸郡町村議会議長会の主催により新郷村で開
催された研修会では、「六次産業化」や「担い手
育成」など、三村知事が県の取り組みや成果、課
題についての講演を行い、参加した三戸郡内の町
村議会議員と意見交換などを行いました。

八戸圏域定住自立圏研修

三戸町の小中一貫教育について
勉強しました。　　　 （10 月 10 日）
　三戸町で開催された第 15 回八戸圏域定住自立
圏（1 市 7 町村）の形成に関する勉強会に参加し、
小中一貫三戸学園の視察や総務省の地域自立応援
課長による講演を拝聴し、八戸圏域の特色ある取
り組みについて理解を深めました。

議会の傍聴

議会を傍聴した商工会女性部から
感想をお寄せいただきました。

（９月２日、第 59 回定例会、一般質問）
　活動の一環として、介護や子育てなど町の様々
な課題を知るために傍聴しました。
　傍聴をして、まずは自分達が関心を持たなくて
はならないこと。そして、知る努力をしなければ
ならないことを強く感じ、大変、有意義な機会と
なりました。また、傍聴したいと思います。

南部町商工会女性部長  新井山  美智子  氏

議場の見学（社会見学）

福地小学校　２年生 （6 月 18 日）

福地小学校　３年生 （7 月 4 日）

傍聴にお越しください
　

12
月
の
定
例
会
は
、

12
月
の
第
１
週
に
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　

会
期
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
11
月
下
旬
に
決

定
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事 

務
局
（
☎
０
１
７
８
・

84
・
２
１
２
４
）へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

なんぶ議会だより

研修会の様子

傍聴する商工会女性部の皆さん（上段が傍聴席）

小中一貫三戸学園（三戸町）の玄関前にて



記念式典ではお馴染み 達者リンゴの除幕

南部太ねぎを使用したせんべい汁をお振る舞い

10周年記念事業 動く広告塔「達者村ラッピングカー」

達者村オリジナルスイーツに工藤町長も思わず笑顔

谷中ご夫妻へ達者村長感謝状を贈呈

「10 周年おめでとう !」クラッカーを打ち鳴らす参加者

　

10
月
18
日
、「
達
者
村
開
村
10

周
年
記
念
式
典
」
が
、
ゆ
と
り
あ

で
開
催
さ
れ
、
三
村
申
吾
青
森
県

知
事
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の

方
々
や
達
者
村
関
係
者
、
同
時
開

催
さ
れ
た
「
秋
の
達
者
村
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
の
参
加
者
た
ち
が
席
を

並
べ
、
達
者
村
の
生
誕
10
年
目
を

祝
い
ま
し
た
。

　

10
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
で

あ
る
「
達
者
村
開
村
10
周
年
記

念
動
画
」
の
放
映
か
ら
始
ま
っ
た

式
典
は
、
工
藤
町
長
が
「
食
・
健

康
・
教
育
の
３
つ
を
こ
れ
か
ら
の

達
者
村
の
柱
に
し
な
が
ら
、
国
際

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
力
を

入
れ
る
な
ど
新
た
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
続
け
て
、
10
周
年
を

記
念
し
た
達
者
村
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス

イ
ー
ツ
の
お
披
露
目
や
達
者
村
活

動
を
通
し
て
の
体
験
発
表
、
達
者

村
の
式
典
で
は
お
馴
染
み
と
な
っ

た
「
達
者
リ
ン
ゴ
」
の
除
幕
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
村
翌
年
に
達
者
村
に

長
期
滞
在
す
る
な
ど
、
達
者
村
の

魅
力
発
掘
や
各
種
Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
、「
達
者
村
特

派
員
」
の
谷
中
藤
雄
さ
ん
・
正
子

さ
ん
ご
夫
妻
（
横
浜
市
在
住
）
と
、

達
者
村
活
動
の
推
進
お
よ
び
町
内

外
に
お
け
る
認
知
度
向
上
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
県
立
名
久
井
農

業
高
等
学
校
の
都
市
農
村
交
流
研

究
班
に
対
し
て
、「
達
者
村
長
感

謝
状
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
駐
車
場
特
設
会
場
で
は
、

達
者
村
の
新
し
い
広
告
塔
「
達
者

村
ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
」
の
展
示
や

福
地
保
育
園
児
童
の
マ
ー
チ
ン

グ
、南
部
町
郷
土
芸
能
保
存
会
（
久

保
一
繁
会
長
）
に
よ
る
唄
や
踊
り

の
披
露
、
町
の
伝
統
野
菜
で
あ
る

南
部
太
ね
ぎ
を
使
用
し
た
せ
ん
べ

い
汁
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
終
始

笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る

10
歳
の
生
誕
祭

達
者
村
10
周
年
記
念
式
典友ゆ

～
っ
た
り

　
　

遊ゆ

～
っ
く
り

　
　
　
　

農の

～
ん
び
り
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